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１．計画の策定にあたって 
 
  

  

伊達市は 2006年（平成 18年）3月、旧大滝村と合併し、新伊達市として新たなスタートを切りま

した。 

新市の発足を受け、2009年（平成 21年）3月には、まちづくりの指針となる第六次伊達市総合計

画（10 ヵ年計画）を策定し、「自然を育み 未来に向かって挑戦する 人にやさしいまち」を将来

像に定め、市民と行政が手を携えながらまちづくりを進めてきました。 

計画の策定から 10 年が経過し、本市を取り巻く社会情勢は大きく変化しています。人口の減少、

少子高齢化の進行、それらを引き金とする地域活力の低下が懸念されるなど、私たちは大きな課題に

直面しています。 

こうした情勢の下で、今後の 10 年を展望し、目指すべき将来像を描き、それに沿ったまちづくり

の指針として、新たな総合計画となる第七次伊達市総合計画を策定します。 

この計画は、本市の現状と課題及び社会情勢の変化を的確にとらえ、将来においても持続可能なま

ちづくりを進めるための指針となるものです。 

 

 

 

 

本計画は、伊達市のまちづくりの最上位に位置付けられる計画となります。 

長期展望のもと、10 年後の本市の将来像を描き、その実現に向けた基本目標や重点施策を体系的

にまとめた計画です。 

 

 

 

 

本計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」の３つの計画で構成されます。 

 

①基本構想 

 

 今後の伊達市のまちづくりの基本となるもので、目指すべき将来像を定め、その実現に向けた施策

の体系を明らかにします。 

 基本構想は 2019年度（平成 31年度）から 2028年度までの 10ヵ年を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

（１）計画策定の趣旨 

（２）計画の位置付け 

（３）計画の構成と期間 
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②基本計画 

 

 基本構想を実現するために行う施策や事業を体系化したもので、「重点施策」と「分野別施策」か

ら構成されます。 

基本計画は基本構想と同様に、2019 年度（平成 31年度）から 2028 年度までの 10 ヵ年を対象と

します。 

 

③実施計画 

 

 基本計画を実現するための個別事業を明らかにするもので、別途定めます。 

 実施計画は、３年単位で策定し、毎年見直しを行います。 

 

 

 

 

本計画の策定にあたり、次の４つの視点を掲げます。 

 

①市民の参画 

 

本計画は、市民とともに作る計画とします。 

このため、まちづくりワークショップ、高校生ワークショップ、シンポジウム、市民アンケート、

みらい会議、住民懇談会、団体懇談会、パブリックコメント、住民説明会など、市民が計画づくりに

参加できる多様な機会や手段を設け、市民の意見、提案、提言を計画づくりに反映します。 

 

②若々しく、柔軟な発想の活用 

 

 人口の減少や少子高齢化など、本市を取り巻く環境が厳しさを増す中で、10 年後の理想の姿とそ

れに向けた方向性を描くことはとても難しい課題です。そこで必要となるのは、これまでにない柔軟

な発想や若さあふれるアイデアの数々です。高校生ワークショップ、シンポジウム、みらい会議を開

催することで、そうした発想やアイデアを集め、計画の策定に反映します。 

 

③長期的・大局的視点の重視 

 

 本計画は 10 ヵ年間の長期計画であり、その策定にあたっては、時代潮流・社会環境の動向など、

物事や変化の方向性を長期的な視点で検討を行い、近隣市町アンケート（広域アンケート）をはじめ、

伊達市を取り巻く周辺地域との関係など、より大局的な視点から、多面的に検討を行います。 

 

 

 

 

（４）計画策定の視点 
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④実効性の確保 

 

 本計画で描いた理想の都市像が実現できるよう、本計画に位置付けられた事業を PDCA サイクル

（Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Action（改善））に基づいて円滑に推進すると

ともに、適正な予算の執行に努め、計画の実効性を高めます。 

 

PDCAサイクルイメージ 

 

     



- 5 - 

 

２．計画策定の背景 
 
  

 

長期的なまちづくりの方向性を考えるにあたっては、伊達市を取り巻く社会潮流や地域課題を的確

に認識する必要があります。そこで、この章では、本市の今後に影響を与える社会潮流について整理

します。 

 

①人口減少と少子高齢化の進行 

 

日本の総人口は、2008年（平成 20年）の 1億 2,808万人をピークに減少に転じており、人口の減

少、少子化・高齢化が急速に進んでいます。 

こうした人口減少と少子高齢化は、消費・経済規模の縮小、労働人口の減少、医療・介護等の社会

保障関係経費の増大、地域コミュニティの活力低下、公共施設の維持困難、税収の減少等、多方面に

影響を与え、地域活力の低下を招くことが懸念されています。 

こうした環境の中で、活力を失わず、持続可能な地域づくりを進めることが求められており、子育

て支援等の少子化対策、高齢者が健康で生きがいを持って生活できる環境づくり、稼ぐ力の高い産業

基盤の確立などが必要となっています。 

 

②人生１００年時代への対応 

 

 医療技術の進歩、国民の健康意識の高まり、病気の早期発見・早期治療の定着などにより長寿化が

進み、「人生 100年時代」の到来が議論されるようになりました。 

 それに伴い、さまざまな年齢や境遇の人が、各々のライフスタイルに応じ、自分らしく、生涯を通

じて豊かに暮らせる社会の構築が求められています。 

 場所や時間にとらわれない柔軟な働き方、女性が活躍できる社会、高齢者が健康で生きがいを持っ

て暮らせる環境、世代、性別、境遇にとらわれず、多様な価値観が尊重され、個性や能力を発揮でき

る社会を構築し、「人生 100年時代」を実り多いものにすることが必要です。 

 

③高度情報化と第４次産業革命に伴う技術革新 

 

インターネットが急速に普及し、今や年齢を問わず、多くの国民が携帯電話からインターネットに

アクセスする時代となりました。これにより、必要な時に必要な情報を自ら取得できる環境が整い、

コミュニケーションの方法も劇的に変化しています。 

さらに、AI（人工知能）、IoT（モノのインターネット）、ロボット技術、ビッグデータの活用が

飛躍的に進歩しつつあり、これらが産業のありようを大きく変化させるだけでなく、日常生活や暮ら

し方など、社会全体に大きな変化をもたらす「第 4次産業革命」が到来し、大きな注目を集めていま

す。 

 

 

（１）঺会ດ及 
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こうした変化をチャンスと捉え、新たなビジネスやサービスの創出、新たな技術やサービスをまち

づくりに生かす取組の実践等、意欲的な対応が必要です。 

 

④経済情勢や産業構造の変化 

 

社会・経済のグローバル化が著しく進展し、市場の拡大、貿易の自由化、インバウンド観光の拡大

など、人流・物流・交流が拡張し、国はもちろん、地域においても経済や企業の活動、産業構造に大

きなインパクトを与えています。 

第 1次産業を基幹産業とする地域では貿易自由化の影響が、第 2次産業では生産拠点の海外移転等

に伴う雇用への影響が、第 3次産業では物流や情報などのネットワークの拡張により場所を選ばない

サービスの展開や外国人観光客を中心とする新たな観光事業の発展等が見込まれ、地域経済に及ぼす

影響は多方面にわたるものと予想されます。 

 ネットワークの拡張と国際化がもたらすこうした経済情勢や産業構造の変化に柔軟に対応し、地域

独自の産業基盤を構築することが求められます。 

  

⑤安心・安全なまちづくりの推進 

 

 近年、巨大地震、火山噴火、台風や局地的な集中豪雨など、全国的に自然災害が頻発し、国民の不

安も高まっています。 

このため、被害を未然に防ぐとともに、最小限に食い止めるための施設・設備の整備や、訓練等の

実施、防災意識の向上、地域における助け合いや支え合いなど、ハード、ソフトの両面から災害に強

い地域づくりを進めることが重要となっています。 

また、子どもや高齢者を狙った犯罪の増加、子ども、高齢者、障がい者への虐待、犯罪の低年齢化

など、国民を脅かす事案が増えており、安心・安全の確保が一層強く求められています。 

 

⑥地球環境問題の深刻化 

 

地球温暖化の進行等に伴う地球規模での気温上昇や異常気象の発生、生態系の破壊など、深刻な影

響が懸念されており、環境負荷の少ない社会の構築が急がれています。 

環境保全は、身近なところから、日常的な取組の積み重ねが重要であり、このため、地球温暖化対

策、自然環境や生物多様性の保全、低炭素・循環型社会の構築に向けた取組を地域ぐるみで進めてい

くことが必要です。 

 

⑦地域コミュニティ力の向上 

 

人口の減少と高齢化の進行は、地域コミュニティの活力の低下を招くことが懸念されています。同

様に、人々の価値観やライフスタイルの多様化、核家族化等の進行も地域や人とのつながりの希薄化

を助長する傾向にあります。 

こうした中で、子どもの健全育成、子どもや高齢者の見守り、災害時の助け合い、障がい者や高齢

者が住み慣れた地域で健康に暮らせる環境づくりなどのために、地域コミュニティの果たす役割は重
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要性を増しています。あわせて、人の多様性を理解し、受け入れる社会の実現（ダイバーシティー）

が求められており、寛容な地域であることが必要とされています。 

このように、寛容で、地域における人のつながり、ふれあい、支え合いを基本としたコミュニティ

の活力向上が重要となっています。 

 

⑧持続可能な地域経営 

 

人口の減少と都市への集中により、地方では一層人口の減少に拍車がかかるという悪循環が全国

規模で起こっており、地域活力の低下や財政状況の悪化が懸念されています。将来にわたって持続

的に地域を維持していくためには、計画的・効率的な行政・財政運営を徹底させ、「地域経営」と

いう視点でまちづくりを進めていくことが必要です。 

市民参加や市民との協働によるまちづくり、広域行政の促進、政策目的を明確化し、戦略性のあ

る行政施策、施策の評価・見直し・改革の促進、投資効果の計測等、持続可能な地域経営に向けた

対応が求められています。 

さらに、地方分権の進展により、市町村の役割や権限も拡大傾向にあることから、自主自立のま

ちづくりを志向していくことが重要となっています。 
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①まちのなりたち 

 

伊達市の歴史は縄文時代にまで遡ります。市内には、最も古いもので 6,000年から 7,000年前の

縄文時代初期の遺跡が存在し、そのころから縄文人が住んでいたとされています。 

 アイヌ文化は今から 800年ほど前には成立したといわれていますが、本市内にもアイヌ民族の村

（コタン）が数多く存在し、中でも有珠地区は、大きなコタンであったことが古文書に記されてい

ます。 

 近代に入ると、北海道各地の開拓は、本州、四国等から移住した人々によって行われましたが、

本市も、現在の宮城県南部に位置する亘理町、亘理伊達家 15代当主伊達邦成が率いての集団移住

によって開拓されました。移住は 1870年（明治 3年）から 1881年（明治 14年）までの間、9回

にわたって行われ、総勢約 2,700人が移住しました。 

その後、1900年（明治 33年）には伊達村が誕生し、以後、着実な開拓と発展により、1925年

（大正 14年）に町制施行、1972年（昭和 47年）に市制施行となり、2006年（平成 18年）には

旧大滝村（現伊達市大滝区）と合併し、現在に至っています。 

一方、大滝区（旧大滝村）の開拓は 1894年（明治 27年）に青森県人の永井五郎兵衛が優徳に住

みついたことが始まりと伝えられ、1896年（明治 29年）に鹿児島県人の橋口文蔵により開拓され

ました。 

 

ａ）地理的特性 

本市は北海道の中央南西部、噴火湾（内浦湾）に面し、道都・札幌市と函館市の中間に位置しま

す。伊達地域と大滝区は壮瞥町を挟み、東は登別市・白老町・千歳市、西は喜茂別町・留寿都村・

洞爺湖町、南は室蘭市、北は札幌市と接しており、面積は 444.21㎢となっています。 

気候は、日本海から津軽海峡を通過する対馬暖流の影響を受け、四季を通じて温暖であり、初雪

も 11月と遅く、降雪量も少なく、「北の湘南」と称されています。一方、内陸に位置する大滝区

は内陸性の気候となっており、最深積雪が 100cmを上回ります。支笏洞爺国立公園の中心に位置

し、道央圏と道南圏の観光エリアを結び付ける好地域性で、三階滝や天然温泉などの優れた観光資

源を有し、伊達地域とは異なる魅力を発信しています。 

主要都市とは、JR室蘭本線、道央自動車道、幹線国道等で結ばれ、伊達地域から JR特急を利用

した場合、札幌市へも函館市へも約 1時間 50分でアクセスすることが可能です。 

 

ｂ）歴史・文化 

 本市は道内でも古くから開拓が進んだ地域であり、亘理伊達家 15代当主伊達邦成による開拓の

経緯などから、本市には道内他都市にはみられない独自の歴史的な資源が数多く存在します。 

 文化面では、刀鍛冶や藍染めなど、特徴のあるものが根付いており、毎年夏の伊達武者まつりや

学校における神楽や民謡の伝承など、歴史を継承する活動も行われています。 

さらに、映画、演劇、絵画や彫刻等の分野では著名な作家を輩出し、すぐれた文化的土壌を有し

ています。 

（２）伊達市の現況 
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国際交流の分野では、大滝区が 1988年（昭和 63年）からカナダ・レイクカウチン町（旧レイク

カウチン村）と姉妹都市交流を行っており、大滝中学校の生徒をカナダに派遣するなど国際人材の

育成を進めています。 

 

②まちの特性 

 

産業面では、「食」に関わる産業の発展に力を入れており、農業はその中核を担っています。 

温暖な気象条件、水はけの良い火山灰土壌、地理的特性を生かして生産される野菜は 100種類以上

にのぼり、「伊達野菜」の名でブランド化が図られているほか、高品質のイチゴの栽培や、高糖度

トマト、越冬たまねぎの生産など、新たな取組も行われています。 

本市はまた、「福祉のまち」としての性格を有しています。1968年（昭和 43年）に北海道が本

市に知的障がい者総合援護施設を開設したのを契機に、授産施設、グループホームの開設が相次ぎ、

関連する従業者も多く、福祉と共生し、人にやさしい都市としての基盤を有しています。 

平成 18年度から始めた「心の伊達市民」の取組は、伊達市を愛し、応援していただける方に登

録いただき、伊達市の宣伝、まちづくりへのアドバイスなど、さまざまな形で伊達市の応援をお願

いする制度で、全国各地に住む 1,000人以上の方に伊達市の応援団として登録いただいています。

「心の伊達市民」は、現在のふるさと納税の原型ともいえるもので、他に先駆けてこうした取組を

進めていることも本市の特徴の一つです。 

大滝区においては、山岳丘陵地を生かした長芋やアロニア（小果実）の栽培など付加価値の高い 

作物の生産に力を入れています。 

また、変化に富んだ丘陵や森は、絶好のクロスカントリーコースになることから、国内外から愛 

好者が参加する「おおたき国際スキーマラソン」や、フィンランド生まれでポール（ストック）を使 

って歩く、「おおたき国際ノルディックウォーキング」などを開催しています。 

さらに、道央圏と道南圏を結びつける地域性を生かし、北湯沢温泉を中心とした観光客の受け入 

れ体制も整えるなど、新たな地域づくりを展開しています。 
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伊達市の人口は、2000年（平成 12年）までは増加傾向にありましたが、それ以降は減少傾向と

なり、2015年（平成 27年）の国勢調査では、34,995人、世帯数は 15,054世帯となっています。 

2015 年（平成 27 年）の人口を年齢別にみると、年少人口（0 歳～14 歳）が 3,966 人（全体の

11.3％）、生産年齢人口（15歳～64歳）が 18,919人（同 54.1％）、老年人口（65歳以上）が 12,110

人（同 34.6％）で、近年は年少人口と生産年齢人口が減少し、老年人口の増加が続いています。 

過去のデータをもとに、今後の人口を予測すると、総人口は 2025年に 31,782人となり、2030

年には 3万人を割り込んで、29,882人まで減少することが予想されます。  

年齢別では、これまで一貫して増加を続けてきた老年人口が 2025年には減少に転じ、年少人口、

生産年齢人口とあわせてすべての年齢層で人口が減少する見通しとなっています。 

 

伊達市の人口の推移と今後の予測（人） 

 

 

 

 

※2015（H27）年までは国勢調査結果、それ以降は2018（H30）年国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

による推計 

※2005年以前は旧大滝村との合計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３）人口の動向 

1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

総数 36,647 37,137 37,066 36,278 34,995 33,520 31,782 29,882 27,920 25,879

年少人口 5,460 4,783 4,615 4,276 3,966 3,609 3,183 2,849 2,547 2,316

生産年齢人口 24,136 23,636 22,437 20,959 18,919 17,171 16,059 14,954 13,734 12,042

老年人口 7,051 8,718 10,014 11,040 12,110 12,740 12,540 12,079 11,639 11,521

年代
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①財政の現況 

歳入については、本市の主要な自主財源である市税が歳入全体の 20.6％を占めており、最多の割

合を占める地方交付税は 34.1％となっています。これらの収入は、今後の人口減少や高齢化等の影

響により減少が見込まれています。 

歳出については、扶助費が歳出全体の 19.5％を占め､その割合は年々増加傾向にあります。その

主な要因は、障がい者支援費や生活保護費などの増加であり、今後も高齢化に伴い同様の傾向が続

くと予想されます。   

 

歳入の状況（2016（H28）年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出の状況（2016（H28）年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小数点第 2位を四捨五入して算出しているため、各項目の比率を合計しても 100.0％にならない場合があります。 

  

（４）財政の現況 
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②今後の財政見通しと求められる対応 

今後の歳入見通しについては、人口減少が予想されることから、市税及び普通交付税の減少が見

込まれます。 

一方、歳出については、高齢化の一層の進行により、扶助費の増加が見込まれます。また、減少

傾向にある人件費についても職員の任用形態の変更や定年延長など制度改正が予定されており、こ

れらが実施されれば増加に転じることも考えられます。さらに、施設やインフラ等の維持管理費の

増加が見込まれますが、施設の改修や改築を行うことは普通建設事業費を増大させ、これに連動す

る形で公債費も増加することとなります。 

 

市税と普通交付税の見通し（2016（H28）年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年度（平成 28年度）決算における市民１人当たりの借金額は約 56万円ですが、10年後に

は生産年齢人口が現在の約 85％、20年後には約 75％になると見込まれており、人口が減ると必然

的に予算規模も縮小されるため、借金額も減らす必要があります。 

こうした中、少しでも次の世代への負担を減らすため、本市では今から 20年後を見据え、「10

年後の１人当たり借金額を現在の 75％」を目標とする財政計画を推進していきます。 

 この目標の達成にあたっては、市債の発行額を圧縮する必要があり、そのためには、インフラや

公共施設などのあり方や、規模、必要性などを十分に検証し、適正規模での整備、配置を進めるこ

とが必要です。 

 これとあわせて行政改革を進め、将来にわたって持続可能な行政運営を行うことが必要です。 

 未来につけを残し、財政の破たんを起こすことは絶対に避けなければなりません。そのために、

行政はもちろん、市民のみなさんと協働し、人口の構造や年齢構成の変化に対応した、より効率的

で効果的な行政運営や、公共施設の適正な配置など、行政サービス全体を見直していくことが求め

られています。  
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人口動向や財政見通しからもわかるとおり、本市はこれから厳しい時代を迎えようとしています。

今後、本市が直面することが予想される課題を整理すると、次のとおりです。 

 

①人口の減少と人口構造の急変が、多くの困難をもたらす 

本市の人口は減少傾向にありますが、この傾向は今後も継続し、あわせて、少子化、高齢化が進

行し、人口構造が急変するものと考えられます。 

こうした変化は、様々な分野で伊達市に大きな影響を与えることが予想されます。 

まず、人口の減少によって市場が縮小し、店舗の閉店や撤退、サービスを提供する企業の減少等、

経済が停滞し、それが雇用の減少につながり、税収の減少が懸念されます。財政の悪化は、教育、

医療・福祉、公共施設・基盤整備やその維持管理等に投資する財源の減少を招き、行政サービスの

維持が困難となります。 

また、少子化の進行は、学校の統廃合をはじめとする教育や子育て環境に影響を与え、高齢化の

進行は社会保障費の増大を招くだけでなく、コミュニティの弱体化にもつながります。 

このように、人口の減少と構造の変化は今後の伊達市に多大な影響を与えると予想され、こうし

た変化に対応して「まちをつくりかえる」取組が必要になると考えられます。 

 

②少子化、高齢化が進行し、地域の活力が低下する 

本市では少子化傾向が顕著であり、今後も進行することが予想されています。将来にわたってま

ちが継続・発展するためには、出生数の維持が大きな課題となります。 

少子化の原因は、親に相当する年齢の人口の減少、未婚率の増加等、複合的な要因を含んでいま

すが、子どもを産み、育てたいと思う環境づくりを地域が一体となって進めていくことが必要とな

ります。 

また、高齢化も急ピッチで進んでおり、長寿化とも相まって、高齢化率の上昇が見込まれます。 

高齢化・長寿化によって、保健・医療・介護・福祉に係る負担の増加が予想されますが、介護・

福祉については、担い手の不足が現在でも顕著であり、今後はさらに深刻な状況になると懸念され

ます。 

このため、健康寿命の延伸を図り、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる環境

づくりが求められるとともに、また、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の増加に対応し、

コミュニティの活性化を図りながら、自助、互助、共助、公助のしくみづくりが求められます。 

 

③人口減少等の影響で地域経済の活力が失われ、雇用も減少する 

人口の減少と人口構造の変化に伴って、域内の購買力が低下し、店舗の撤退やサービス事業者の

減少、企業や事業所の減少など、地域経済の活力低下が懸念されます。現状では介護事業者等を中

心に、人手不足が顕著となっていますが、今後は人材不足や後継者不足が継続した後、市場の縮小

による雇用の減少が予想されます。 

（５）伊達市が抱える課題 
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経済の低迷は、税収不足に直結することから、公共投資や行政サービスの維持が困難となります。

身近な商店やサービス事業者の撤退は、生活利便性の悪化を招くだけでなく、中心市街地や商業地

の荒廃にもつながり、まちの活力を低下させることが懸念されます。 

このため、本市が競争力を有する農業や食などの産業の振興、外貨を稼ぐ観光の振興、市内での

起業の促進等を図り、競争力と高い付加価値を有し、「稼ぐ産業」を育成・強化し、人口減少の中

でも力強い地域経済の確立を図ることが必要です。 

 

④インフラや公共施設の老朽化が進むも、厳しい財政状況で更新が難しくなる 

本市では公共施設の老朽化が進んでいます。上下水道、道路、橋梁、住宅、会館など、これまで

に建設した公共施設の築年数の長期化が顕著となっています。 

これらの施設は、日常の維持管理に加え、今後は更新投資が必要となりますが、それは中長期に

わたる財政負担を要します。 

人口減少に伴う税収の減少や人口動態の変化が予想される中、これらの公共施設の適正な維持管

理を行うためには、より効率的・効果的な整備手法の検討を行うとともに、人口構造の変化にあわ

せた整備・更新を図ることが必要となっています。 

 

⑤地域コミュニティの活力が失われ、人のつながりが希薄化する 

 人口の減少や少子化、高齢化の進行は、自治会等を中心とする地域コミュニティの担い手不足を

誘発し、地域活力の低下につながります。 

 地域コミュニティは、高齢者や子どもの見守り、子どもや児童の健全育成、防犯・防災・交通安

全、環境美化等、身近な活動の中心的な主体であり、そうした活動は人同士のつながりを基本とし

ています。 

人口の減少と構造が変化する中で、地域活力を維持していくため、活動しやすい組織のあり方の

検討や、ICT（情報通信技術）の活用など、新たな手法を視野に入れていく必要があります。さら

に、市民活動サークル、ボランティア、NPO、企業による社会貢献活動も多様化が進んでいるため、

それらの動きと地域コミュニティが連携することも重要です。 

 一方、今後の行政は、これまで以上に厳しさを増していく財政状況の下で運営していく必要があ

ります。 

そのためには、効率的な行政運営を第一とした上で、市民の主体的な取組を促進し、市民と行政

が互いに役割分担を図りながら連携することが重要であり、行政からの情報提供・情報発信の強化、

市民の意向の把握と施策への市民参加の促進、行政施策やまちづくりに対する市民理解の促進を図

る必要があります。 
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１．市ড়アンケート 
 
  

  

第六次伊達市総合計画への評価や市民生活及びまちづくりに係る満足度、今後のまちづくりの目標

等を把握し、第七次伊達市総合計画に市民の意向として反映するため、市民を対象とするアンケート

調査を実施しました。 

アンケート調査は 16歳以上の市民 3,000名の無作為抽出により実施し、回収数は 1,146名（回収

率 38.2％）であり、回答者の性別は男性が 44.3％、女性が 52.5％、無回答 3.2％、年齢別では 50~59

歳が 14.2%で最も多く、次いで、40～49歳が 13.9％、65～69歳が 13.6％となっています。 

 

市民アンケートの実施概要 

調査対象 3,000名（16歳以上の市民を対象に無作為抽出） 

調査期間 2017年（平成 29年）11月 9日～11月 24日 

回収数 1,146名（回収率 38.2％） 

 

 

 

 

 

①伊達市への定住意思 

 

 将来も伊達市に住み続けたいかどうか（定住意思）については、「住み続けたい」が 77.1％で、「住

み続けたいが、事情があって移らざるを得ない」（4.1％）を合わせ、8割以上の市民が本市に住み続

けたいと回答し、高い定住意思を示しています。 

 

伊達市への定住意思（このまま伊達市に住み続けたいか？ N=1,146） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小数点第 2位を四捨五入して算出しているため、回答比率を合計しても 100.0％になりません。 

  

 

 

（１）市ড়アンケートの概要 

（２）主な集計結果 
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②現行施策に対する満足度と重要度 

 

 現行施策に対する市民の満足度（縦軸）及び重要度（横軸）を整理すると下図のとおりです。 

 満足度も重要度も高い施策（図の右上の領域）は、今後さらにレベルアップが必要と考えられます

が、その領域の中では「食・農業」が目立ち、「『食』をテーマとした農畜産業の振興」等の施策に

対する市民の評価や関心が高いことがわかります。 

満足度が低く、重要度が高い項目（図の右下の領域）は、早急な対策が必要な領域と考えられます

が、その領域には、「健康・医療」（「伊達赤十字病院の総合病院としての機能充実」等）、「防犯・

防災」、「商・工業」（「中心市街地活性化の取組」等）、「基盤整備」（「道路や橋の整備、冬期

間の除雪体制」等）が該当します。 

今後はこれらの施策を重点的に推進することが必要です。 

 

現行施策に対する満足度と重要度（N=1,146） 
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③今後10年間のまちづくりの基本目標 

 

 今後 10 年間の伊達市のまちづくりにおいて基本目標に掲げるべき分野（3 つまで選択）について

は、「医療」が 50.5％と最も多く、以下、「雇用」（33.6％）、「福祉」（30.5％）、「産業」（27.8％）、

「子育て環境」（21.9％）などの順となっています。 

 産業を発展させ、安定した雇用を得るとともに、医療・福祉・子育て環境の充実などにより、健康

で安心して生活できる環境の整備が期待されています。 

 

今後10年間のまちづくりの基本目標（N=1,146、複数回答） 
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④伊達市民が考える「豊かさ」 

 

 市民が考える「豊かさ」（3つまで選択）については、「心身の健康」が 61.0％と最も多く、以下、

「快適な暮らし」（39.6％）、「充実した人との関わり」（28.3％）、「自然環境」（27.1％）、「充

実した衣食住」（27.0％）、「精神的なゆとり」（25.2％）などの順となっています。 

 豊かで快適な環境の中、健康で衣食住が充実し、精神的な幸福感が得られることを「豊かさ」と認

識する市民が多い結果となっています。 

 

伊達市民が考える「豊かさ」（N=1,146、複数回答） 
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２．まちづくりシンポジウム 
 
  

  

総合計画の策定にあたり、伊達市の魅力を市民皆で考え、新たな魅力の発見や再認識を促し、今後

のまちづくりに生かすことを目的に、「みんなで考えよう！伊達市の魅力とまちづくりシンポジウム」

を次のとおり開催しました。 

 

まちづくりシンポジウムの開催概要 

開催日時 2017年（平成 29年）8月 29日（火）18時 30分～20時 30分 

開催場所 だて歴史の杜カルチャーセンター大ホール 

来場者数 約 500名 

プログラム 第一部  

高校生まちづくりワークショップ成果発表 

～伊達市の魅力とまちづくり、こうあるべき～ 

 発表者：北海道伊達高等学校 

      北海道伊達緑丘高等学校 

  コメンテーター：森崎博之氏（TEAM NACS リーダー） 

第二部 森崎博之さんが語る ～私が思う未来の伊達市～ 

第三部 パネルトーク ～輝き続ける伊達市をつくるために～ 

 パネリスト：石井吉春氏（北海道大学公共政策大学院特任教授） 

       森崎博之氏（TEAM NACS リーダー） 

       菊谷秀吉（伊達市長） 

 コーディネーター：五十嵐智嘉子氏 

（一般社団法人北海道総合研究調査会理事長） 

 

 

 

 

 

 

今後のまちづくりには、次代を担う若い世代の力と柔軟な発想や感性が必要です。 

伊達市には、北海道伊達高等学校、北海道伊達緑丘高等学校の 2つの高校が立地していることから、

2校の生徒に、「伊達市の魅力とまちづくり」をテーマとして、本市がより魅力的なまちになるため

の方策を検討し、提案していただくワークショップを開催しました。ワークショップでは、伊達市内

で活躍している方 2名による講演も行い、本市の将来像や可能性について検討しました。 

各校の生徒が検討した成果は次のとおりであり、この内容は「まちづくりシンポジウム」の場で発

表していただきました。 

 

 

（１）まちづくりシンポジウムの概要 

（２）高校生まちづくりワークショップの成果報告 
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高校生まちづくりワークショップの成果報告内容 

学校名 発表内容要旨 

北海道伊達高等学校 ・伊達市の認知度を上げるため、「ゆるキャラ」活用を提案する。 

・イベントと SNSを活用してゆるキャラを PRする。PR動画を作って市内各所に顔パ

ネルを設置し、その写真などを SNSで拡散し、ゆるキャラと一緒に伊達市の良いと

ころを全国に発信する。 

・ゆるキャラが有名になることで伊達市も有名になり、多くの人に興味を持ってもらえ

れば、伊達市に行き、住んでみたい人も増え、人口増加にもつながる。 

・伊達市の素晴らしさや魅力を伝えるための方策として、海外からの観光客（インバウ

ンド）を歓迎する取組を提案する。近隣の観光地と協力し、観光客を伊達市に呼び込

むため、四季折々のインバウンドツアーを行う。 

・伊達市を世界に発信するツールが必要。フォトプロップスなどの活用、すべてのツア

ーを通じて希望者には伊達・大滝特製ステッカーをプレゼントし、いろいろなところ

に貼ってもらうことや SNSで発信することにより、DATEという知名度をアップさ

せたい。さらに、近隣のまちと連携し、スタンプラリーを実施することにより、多く

の方に来てもらうことができると考える。 

北海道伊達緑丘高等学校 ・「伊達市の良いところ」は、1つには食べ物がおいしいこと。特に伊達野菜は美味し

い。次に、自然が多く、きれい。空気が美味しい。3つ目は「福祉のまち」と呼ばれ

るほど高齢者に優しいまちだということ。 

・せっかく自然が豊富なので、小さい子にもっと自然と触れ合ってほしい。また、高齢

者に優しいまちであるが、中にはもっと活躍できる、活躍したいという高齢者もいる

ので、そういうまちになってほしい。 

・そこで、「伊達市の自然を生かしたテーマパーク構想」と「高齢者の活躍の場の拡大」

という 2つを提案する。 

・「伊達市の自然を生かしたテーマパーク構想」は、「自然を身近に感じるフリースペ

ース」「木をふんだんに用いたアスレチック」「ゲームの世界を再現したアトラクシ

ョン」から構成される。大都市にはない、良い意味で田舎らしさを出したテーマパー

クは新たな雇用の場になる。 

・高齢者が活躍し生き生きとして暮らせるようになるための方策として「老人縁日」と

「交通面の充実」を提案する。 

・老人縁日は、高齢者が子どもだったころの遊びを今の子どもたちと一緒に再現する。

出店のような形にし、昔のお祭りを再現。高齢者と子どもが触れ合うことで、高齢者

の活躍だけでなく、伝統文化の継承も行われると良い。 

・交通面の充実は、高齢者が手軽に外出できるよう、JR、道南バスの充実を図りたい。

市街地の高齢者だけでなく、市街地から離れたところに住んでいる高齢者にも良い影

響がある。交通機関の事業者には負担をかけるが、雇用し、待遇を良くすることで解

決に結び付けたい。 
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シンポジウムの第二部は「私が思う未来の伊達市」をテーマとしたゲストトーク、第三部は「輝き

続ける伊達市をつくるために」をテーマとしたパネルトークを行いました。また、第三部では、来場

された方からパネリストへの質問を受け付け、それにパネリストが回答し、参加者全員で伊達市の未

来を考えました。 

第二部及び第三部における提案・提言の概要は次のとおりです。 

 

ゲストトーク及びパネルトークにおける提案・提言内容 

テーマ 提案・提言要旨 

今後 10年間のまちづくり

において力を入れるべき

こと 

・自分たちのまちの良さを知り、しっかり伝える。 

・伊達のまちは高齢者、障がい者にやさしい。伊達市に来ると皆の目線がやさしいという

ような、そういうところが今の時代には大切な持ち味である。 

・高齢者や女性にもっと活躍してもらえる風土を作ることが必要。 

・人のバリアフリーというか、あらゆる人が自分の役割を果たせるまちに。 

・伊達市の道の駅は入込数が全道 1位。具体的に結果を出すと自慢できる。 

・何でも良いから「世界一」を目指すことが重要。 

・人材発掘が重要。高校生の発表に感動。若者や女性の活躍が大事。 

・高齢者、障がい者、女性など、これまで活躍していそうで、そうではなかった人たちが

当たり前に活躍できるまち。「これまで、ありそうでなかった」というものを 1つ見

つけていくというのは良い。 

農業について ・伊達野菜を徹底的に売り込む。ブランド化、レシピの定着、伊達市に野菜を食べに来る

流れを作るなど。 

・美瑛町のように、野菜が植わっている農地の景色を観光資源化できないか。 

・農業は最初の設備投資にカネがかかるので、そのハードルを下げ、新規に農業を始めや

すい仕掛けを作る。 

・高齢化に伴って手放される農地、家屋、納屋、機械などを例えば行政が一時的に買い上

げて、次の世代に渡すような仕組みを作る。 

・人をたくさん使って手間をかける農業がこれからの北海道にとって重要。伊達野菜は魅

力があり、若い女性でもカッコ良く取り組める可能性がある。 

・農業で女性が基本の収入を得て、かつ、子育てもできるようにする。それを形にできる

と、伊達市はさらに素晴らしいまちになる。 

・とくにシングルマザーの所得の問題や貧困の問題などを農業の力を借りて解決できない

だろうか。 

子育て、医療について ・保育所の建替えをし、学童保育もやっているので、あとは女性が参加して自分で稼ぐ部

分が重要。 

・室蘭市の病院と連携することで、医療機能の充実を図るべき。介護も在宅にシフトし、

訪問診療などはネットワークと仕組みを構築する必要がある。 

（３）ゲストトーク及びパネルトークにおける提案・提言 
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テーマ 提案・提言要旨 

空き家問題について ・空き家問題は大きなテーマ。伊達市には宿泊施設が少ないので、民泊施設としての活用

が考えられるだろう。 

・福祉施設はお金をかければかけるほど事業が苦しくなる。廃校舎の福祉利用なども考え

られるかも知れない。 

・お試し移住の場として空き家を使うのも 1つの方策。北広島市には廃校利用の高齢者

施設の事例がある。アイデアを出し合うべき。 

人のつながり、コミュニテ

ィについて 

・人のつながりが希薄化している。自治会や老人クラブも入会率が低く、引きこもりの高

齢者が増えている。仲間づくりをする仕組みが必要。まずは元気な人、「私がやるよ」

と言う人を探さなくてはいけない。 

・伊達緑丘高校の発表にあった「老人縁日」はすごく良いアイデア。 

・高齢者のひきこもりを防止したり、移住者が地域で交われるように、趣味や活動の情報

の発信と共有を図ることが重要。 
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３．みらい会議 
 
  

  

伊達市を今後も住み続けたいまちにしていくため、公募により、今後のまちづくりについての意

見・提言をいただく場として、「みらい会議」を実施しました。 

33 名の参加者が 5 つのグループに分かれ、約 5 ヵ月間にわたって今後の本市のまちづくりについ

て活発に議論し、提言をまとめました。 

 

みらい会議の実施概要 

参加者 伊達市民など 33名（参加者を公募） 

検討期間 2017年（平成 29年）9月 7日～2018年（平成 30年）1月 30日 

検討手法 参加者 33名が 5つのグループに分かれ、今後の伊達市のまちづくりについてグループ

ワークを行い、意見・提言をとりまとめ、報告会において内容を発表 

 

 

 

 

 

全 5グループからの意見・提言の内容は次のとおりです。 

 

各グループからの意見・提言 

グループ

名 
10年後の伊達市の姿（めざす姿） 主な意見・提言の内容 

A 

グループ 

市民が暮らしやすいまち 

 

・どこにでも行きやすい伊達市の利点を生かす 

・公園の整備など、家から外に出やすい環境づくり 

・食育センターの活用（市民利用の促進） 

・伊達まちカードのサービス拡張 

・SNSを活用した市民参加型の情報発信 

若い世代が魅力を感じるまち 

・地域おこし協力隊の活用 

・健康診断負担金の軽減等、若者をターゲットとした施策の展開 

・教育施設の充実（特色ある高校、高校卒業後、地元で進学できる先

の確保） 

・自治会による時間外託児の推進 

高齢者をみんなで見守れるまち ・シニア層への支援 

安全・安心なまち 

・災害ごとに異なる避難方法の見直し 

・介護の人手不足解消（介護学校の開設） 

・医療基金の創設 

 

 

（１）みらい会議の概要 

（２）厰グループからの勪ৄ・提言 
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グループ

名 
10年後の伊達市の姿（めざす姿） 主な意見・提言の内容 

産業の発展するまち 

・観光の充実（刀オーナー、伊達成実公なりきりコンテスト） 

・文化・芸術祭の開催 

・農業、漁業における一口オーナー制度 

B 

グループ 
満足度の高いまち 

・伊達市の認知度向上、大滝区と伊達地域の連携促進、魅力向上 

・教育の充実（教材の有効利用等） 

・市民の自発的・自立的活動のサポート 

・町内会機能の強化    

・食育、ベジファーストの推進 

・定住促進（市内での就業促進、移住者の就労支援） 

・公園、体育館、市民活動センター等の使い勝手の改善 

・地域の「足」、市内交通の拡充 

・道の駅の有効活用、サービスメニューの充実 

・既存施設や取組内容を組合せた予防医療の充実 

C 

グループ 

興味を持ってもらえる伊達市 

通過する人が立ち寄る伊達市 

・道の駅に「街のコンシェルジュ」の配置 

・インパクトのあるパンフレットの作成 

・AIインフォメーションの導入 

・有珠山サービスエリアにおける人気メニューの開発とアピール 

第１次産業が再生した伊達市 

働きたいと思える企業がある伊達市 

・天候に左右されない工業型野菜生産企業の誘致 

・農業生産法人化による、農業従事者の雇用 

・労働者が低家賃で住める住居の確保 

子どもや若者が目標や夢を持てる伊

達市 

どんな形でも帰ってきたいと思える

伊達市 

・子どもにアプローチする場や「知る」チャンスの創設 

・職業体験、アルバイト制限の見直し 

・子どもの夢を叶えるファンドの設立 

D 

グループ 

働く世代が積極的に参加でき、異世

代交流のある自治会等のコミュニテ

ィがあるまち 

・ICTの活用等、加入世帯の実情に合うよう自治会運営の大胆な改革 

・地域で子どもを見守り、積極的に関わる機会づくり 

・家族単位で参加可能な行事の企画・実施 

・サークル等の活動を告知し、多世代が参加できる市民活動の推進 

子どもたちが良さを実感できるまち ・「地産地消」を積極的に取り入れた食育の推進 

シニア世代が活躍できるまち 
・シニア世代が一時的に子どもを預かり、育児をサポートする制度・

機関の構築 

E 

グループ 

地域の地理・歴史を学び、防災意識

が高く、地域愛あふれる人材が活躍

するまち 

・地域性に応じた防災意識の向上とその促進 

・地域の歴史から、現代の課題解決のきっかけを見出す「だて学」の

創出及び展開 

・他者を尊重し、地域を愛す、よりよい地域創造を志すひとづくりの

実践 
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４．住ড়懇談会 
 
 
 
   

各地域における課題やまちづくりへの期待等を把握し、第七次伊達市総合計画に反映するため、下

記のとおり住民懇談会を開催しました。 

 

住民懇談会の開催概要 

地区名 日時等 参加者数 

① 大滝区 2017年（平成 29年）12月 5日（火） 10名 

② 稀府 2017年（平成 29年）12月 7日（木） 27名 

③ 黄金 2017年（平成 29年）12月 12日（火） 32名 

④ 中央区・関内 2017年（平成 29年）12月 13日（水） 17名 

⑤ 有珠 2017年（平成 29年）12月 14日（木） 9名 

⑥ 長和 2017年（平成 29年）12月 15日（金） 8名 

⑦ 三ツ和・市街第一・市街北星・山下 2017年（平成 29年）12月 18日（月） 8名 

⑧ 東 2017年（平成 29年）12月 20日（水） 34名 

計  145名 

 

 

 

 

 

 

住民からの意見・提言の内容は次のとおりです。 

 

各地区住民からの意見・提言 

地区名 主な意見・提言の内容 

大滝区 

・医療体制の整備（在宅医療、訪問看護、訪問ヘルパー、相談体制） 

・大滝区と伊達地域の連携強化（災害時対応、大滝区の魅力の PR、両地域の融合等） 

・災害時に自治会等地域の人たちで情報共有・協力するシステムの構築 

・人と人とが助け合えるネットワークづくり 

・エネルギーの自給サポート 

・再生可能エネルギーの推進に係る居住環境を守るためのガイドラインの制定 

・学校開放体育館に係る情報提供、管理方法の統一 

・大滝区の義務教育学校の活用 

・大滝区移住策の緩和（季節限定で公営住宅に住めるようにする等） 

・「Uber（配車アプリ）」のような相乗りタクシー制度の検討 

 

（２）住ড়からの勪ৄ・提言 

 

 

（１）住ড়懇談会の概要 
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地区名 主な意見・提言の内容 

稀府 

・買い物の便の改善（商店の出店、移動手段の確保） 

・中学校校舎を有効利用（東川町の農業研修施設のように） 

・風力発電設置に係るガイドラインの制定 

・防災設備の設置 

・コミュニティづくり、相互扶助の促進（高齢者対策） 

・農業法人や加工業の誘致、農産物のブランド化 

・観光振興（第二の「道の駅」の設置、温泉の活用） 

黄金 

・若者の雇用の場、若者が遊べる場の整備、出会いの場づくり、他所からの誘致 

・住民同士の話合い、交流の促進、自治会等を中心に黄金地区の在り方の検討 

・建設後のランニングコストを考慮した施設整備 

・黄金駅の利用促進（廃止の抑制） 

・地域の交通手段の確保 

・親子連れや高齢者が散歩できるような公園整備 

中央区 

関内 

・若い人の割合を増やす、若者が流出しない取組、若手の活躍支援 

・伊達市の魅力の PR促進 

・産業について、資源の再利用、再々利用など生かし方について考えてもらいたい 

・生活道路の整備 

・災害対策の強化（川の氾濫対策、避難場所の拡充、噴火や暴風雨対策） 

・市民が総出でアイデアを出す 

有珠 

・公共交通手段の確保（マイクロバス活用等） 

・観光の振興（ジオパークの活用、キャンプ場等の清掃、美しい自然の維持等） 

・伊達赤十字病院の改善 

・買い物利便性の改善（商店の出店） 

長和 

・自然災害への取組強化（防災無線、避難所、避難弱者対策、河川氾濫対策等、TVテロップでの

情報周知、避難所までの移動手段） 

・ふるさと納税の促進・活用 

・高校生と小学生などのふれあいの機会、地域について学ぶ機会、福祉教育の推進 

・高齢者の認知症対策等、介護予防の強化 

三ツ和 

市街第一 

市街北星 

山下 

・高校生のアイデア、若い発想の活用 

・自治会の加入促進 

・市街地区の活性化、道路整備、サイクリングロード整備 

・伊達市独自の収入と計画によるまちづくり、政策の目玉の検討 

・子どもの安心・安全確保 

東 

・愛のりタクシーの利便性向上、移動手段の確保 

・自治会、子ども会活動の強化、地域で活動する人からの学校での講話 

・地域について学ぶ機会 

・コミュニティ活動の支援強化 

・自然環境の保全 
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５．団体懇談会 
 
  

  

各分野の団体における課題やまちづくりへの期待等を把握し、第七次伊達市総合計画に反映するた

め、下記のとおり団体懇談会を開催しました。 

 

団体懇談会の開催概要 

団体分野名 日時等 参加者数 

① 商工・観光 2017年（平成 29年）12月 21日（木） 7名 

② 教育・文化・スポーツ 2017年（平成 29年）12月 22日（金） 15名 

③ 福祉 2018年（平成 30年）1月 15日（月） 14名 

④ 水産・農業 2018年（平成 30年）1月 17日（水） 11名 

⑤ 市民生活・青年・女性活動 2018年（平成 30年）1月 18日（木） 19名 

計  66名 

 

 

 

 

 

各団体からの意見・提言の内容は次のとおりです。 

 

各団体分野からの意見・提言 

団体分野名 主な意見・提言の内容 

商工・観光 

・公共交通の拡大や輸送システムの確保、愛のりタクシーの見直し 

・駅前の整備 

・防災対策の強化 

・UIJXターンの促進、移入就労者の確保、能力確保施策 

・広域連携の促進 

・交流人口の増加施策、外国人観光客誘致 

教育・文化・ 

スポーツ 

・スポーツ施設の整備（合宿、野球場、駐車場等） 

・スポーツ施設への公共交通の利便性向上 

・ハーフマラソン大会の初心者コースの開設 

・シッティングバレーボール等、障がい者スポーツの振興 

・子どもたちによるイベントの主催 

・歴史と文化資産の活用 

・芸術祭の開催 

・市民農園の有効活用 

 

 

（１）団体懇談会の概要 

（２）厰団体からの勪ৄ・提言 
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団体分野名 主な意見・提言の内容 

福祉 

・ボランティア活動の活性化・支援強化、若い人の加入促進 

・学校でのボランティア教育、他自治体への視察研修制度など 

・ボランティア団体と障がい者との橋渡し 

・地域との絆の構築（災害時の安全確保） 

・心のバリアフリーへの取組、学校教育における障がい者教育 

・災害時避難計画の作成、障がい者の避難方法・対応マニュアルの作成 

・介護予防への注力 

水産・農業 

・異常気象対策、水害対策 

・第 1次産業における女性の活躍 

・新規就農者支援の充実、離農者と就農者のマッチング、第三者継承協議会の設立 

・農地再編事業の推進 

・シカ等害獣対策の強化（わなの設置等） 

・農福連携の促進による人手不足解消 

・食育センターの有効活用 

市民生活・青年・

女性活動 

・観光客に対応のできる地域防犯体制の確立（防犯灯、防犯カメラ、道路標識・案内看板・観光施

設等における照明設備等の整備促進） 

・薬物についての教育や防犯活動の促進 

・防犯灯の LED化促進 

・公共施設のあり方の検討（スポーツ施設整備、他町との施設集約化等） 

・地域の特性・独自性に配慮した授業（大滝区のクロスカントリー授業等） 

・食育の強化 

・女性活躍の促進（議員、審議会委員への登用） 

・図書館の改築、生涯学習センターとの併設 

・活動団体の情報が１箇所でわかる場の整備 

・大滝中学校の有効活用 
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６．広域アンケート 
 
  

  

今後は広域行政の観点をもち、近隣市町と連携の上、役割分担を図りながらまちづくりを進めるこ

とが重要と考えられることから、近隣市町在住者の伊達市に対する印象や伊達市とのかかわり方、広

域行政における本市の役割等を把握し、第七次伊達市総合計画に反映することを目的に、アンケート

調査を実施しました。 

アンケート調査は、室蘭市、登別市、壮瞥町、豊浦町、洞爺湖町の 2市 3町に居住する 16歳以上

の住民 1,000名の無作為抽出により実施しました。 

回収数は 347 名（回収率 34.7％）であり、回答者の居住地別の構成は、室蘭市（40.1％）、登別

市（23.6％）、壮瞥町（13.5％）、豊浦町（10.1％）、洞爺湖町（10.4％）、不明（2.3％）となって

います。 

広域アンケートの実施概要 

調査対象   室蘭市、登別市、壮瞥町、豊浦町、洞爺湖町の居住者 

計 1,000名（16歳以上の住民を対象に無作為抽出） 

調査期間 2017年（平成 29年）12月 11日～12月 26日 

回収数 347名（回収率 34.7％） 

 

 

 

 

①伊達市へ出かける目的（複数回答） 

 

 近隣市町の住民が伊達市を訪れる目的は、「買い物や飲食」が 84.3％と突出して多く、以下、「祭

りや催し物」（23.0％）、「病院などへの通院」（22.3％）などの順となっています。 

伊達市は買い物や通院など、日常生活に必要な機能を近隣市町に提供しているといえます。 

 

伊達市へ出かける目的（N=318、複数回答） 

 

  

 

 

（１）広域アンケートの概要 

（２）主な集計結果 



- 35 - 

 

②伊達市の印象 

 

 伊達市に対する近隣市町の住民の印象を「そう思う」と回答した割合の多い順にみると、「農業の

盛んなまち」が 81.0％と最も多く、以下、「歴史・文化のあるまち」（76.9％）、「自然の豊かなま

ち」（62.8％）、「日常生活に便利なまち」（50.1％）の順となっており、本市の地理的、歴史的特

性及び産業特性が反映された結果となっています。 

 「住んでみたいまち」も 39.8％でそれに続き、本市は近隣市町の住民にとっても居住地としての評

価が高いといえます。 

 

伊達市の印象（N=347） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※小数点第 2位を四捨五入して算出しているため、回答比率を合計しても 100.0％にならない場合があります。 

  

農業の盛んなまち

歴史・文化のあるまち

自然の豊かなまち

日常生活に便利なまち

住んでみたいまち

医療・福祉の充実したまち

観光の盛んなまち

子育てがしやすいまち

漁業の盛んなまち

スポーツの盛んなまち

教育に熱心なまち

工業の盛んなまち

81.0%

76.9%

62.8%

50.1%

39.8%

33.1%

32.0%

22.2%

19.9%

19.0%

14.7%

1.4%

13.5%

17.9%

27.1%

35.2%

37.5%

50.4%

45.8%

61.1%

45.8%

61.1%

67.4%

39.5%

3.7%

2.0%

5.2%

9.5%

17.6%

11.5%

16.7%

10.1%

28.5%

13.8%

11.2%

53.0%

1.7%

3.2%

4.9%

5.2%

5.2%

4.9%

5.5%

6.6%

5.8%

6.1%

6.6%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらとも言えない そうは思わない 無回答
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１．まちづくりに取り組む姿勢 
 

 

これからの 10年間、伊達市では人口の減少や少子高齢化による人口構成の変化が予想され、そ

れは地域の経済、地域コミュニティ、行政サービス、財政などに大きな影響を与え、これからの「ま

ちのありよう」にも大きな変化をもたらすと考えられます。 

こうした中で、直面する課題を克服し、市民皆が誇りを持ち、豊かさを感じながら生活できるま

ちを実現するために、私たちはどのような姿勢でこの課題に立ち向かうべきでしょうか。 

これからのまちづくりには、次のような姿勢が求められると考えられます。 

 

（１）まちづくりを「自分ごと」と捉え、市民全員がまちづくりを担う 

人口が減少する社会は、市民一人ひとりの役割がより重くなる社会をも意味します。まちづくり

の主役が住民であることは明白であり、従来から言い続けられてきましたが、これからはその意味

がさらに重要性を増すこととなります。 

そのため、まちづくりを「自分ごと」と捉え、個人の行動や選択も、それがまち全体にとってプ

ラスに働き、まちの発展に寄与するかどうかを意識する姿勢が求められることとなります。 

市民一人ひとりがまちづくりを担う意識をもち、まちの発展のために役割を担い、負担と分担を

図ることが人口減少社会における伊達市の発展の鍵となります。 

 

（２）まちを整理・整頓し、規模に見合った形に整える 

これまで土地利用や基盤整備、公共施設整備は、人口の増加を前提とし、より拡張する方向で進

められてきたといえます。 

しかし、人口の減少が不可避な状況にある今後は、その変化にあわせて各種整備の内容や水準を

変えていくことが求められ、人口の規模や構成に合った形にまちを整理・整頓していく取組が必要

となります。 

人口の減少は税収にも影響を与えることから、従来にも増して限られた財源をより有効に活用す

ることが求められ、選択と集中によって、まち全体の発展に寄与する投資を効率的に行っていくこ

とが必要です。 

 

（３）まちの魅力を高め、まちに新たな風を起こす 

 人口減少をくい止め、まちに活気を与える方法の一つは、外部から伊達市へのヒトとおカネの流

れを作ることです。 

魅力的なまちには外部から人が訪れ、そこで働き、居住する人が増え、投資が起こります。力強

く、発展が期待される産業と事業、多様性（ダイバーシティ）を理解する気質、働く人の意欲や能

力、住んでいる人の寛容さやおもてなしの心、豊富で新鮮な情報の発信、利便性の高い都市基盤な

ど、市民・団体・企業・行政が一丸となって伊達のまちの魅力化に取り組み、「訪れるに値するま

ち」、「移住に値するまち」、「投資に値するまち」となることが、伊達市に新たな風を吹き込み、

発展に向けた追い風となります。  
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２．まちづくりのキーワード 
 

 

伊達市の現況や社会潮流、まちづくりに対する市民意識等を踏まえ、今後の本市のまちづくりを考

える上で重要な８つのキーワードを抽出しました。 

さらに、「人材」と「情報発信」は、他のキーワードのすべてに関係するため、共通キーワードと

して整理しました。 

 

今後の伊達市のまちづくりキーワード 

                          

 
 

食・農 

・伊達野菜を中心とする農業は伊達市の重要な産業 
・農業は、健康産業、6 次産業化、観光、食育、雇用、新規就農等、

まちづくりに幅広く波及 
・「食」と「農」は豊かな暮らしの実現に勘參ಳ 
・挨探・福祉の充実は、市ড়にとって勞も重要২が高い政策  

健康 

・「心拴の健康」は伊達市ড়が卛える「豊かさ」のトップ 
・食の充実、穏やかな気候、人にやさしい伊達市は健康に生活できる

まち 
・健康寿命の延伸は人生 100 ফ時代の重要課題  
 

安心・安全 

・防災に厂る政策の充実には市ড়が高い関心 
・基盤・施設整備、情報提供、助け合い等、ハード・ソフトの施策が

必要 

学び 

・歴史、文化、自然など、伊達市は「学ぶべきこと」の多いまち 
・大人も子どもも学び、次代に伝える使命   
・まちへの愛着、誇りを醸成するための学びが重要 
・これからの伊達市には次代を担う拊者の発想とষ動ৡが必要 

コミュニティ 

・自治会やボランティアの果たす役割は大きい 
・地域における人のつながりの希薄化は重要な課題 
・参加しやすい方法など、コミュニティの在り方の検討が必要 
・匒代間卦及、地域間卦及、国際卦及の促進はまちの活ৡを高める 

・子育て環境の充実、シニアの居場所と出番づくり等、多様な施策 
が必要 

キーワード 
 

内容 
 

・「住み勸けたい」と卛える人（ڴ割以上）がこれからもশく住み勸
けられるまちをつくることが必要 

・拊者がྟৡを感ग、拊者に৭यれるまちづくりが課題 
・働きたいと思う企業、雇用の場づくりが課題 
・将来にわたって持勸參能なまちをつくるためのষ財政卞協が課題 
 

持続可能な 
まち 

人材 

情報 

共通キーワード 
 

・
伊
達
市
を
担
う
人
材
の
育
成 

・
地
域
全
体
で
人
材
を
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・
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３．将来像 
  

 

今後の伊達市のまちづくりキーワードから、まちづくりの方向性を導くと、次のようになります。 

 

① 経済・産業の発展と雇用の拡大により、暮らしの安定と活力のあるまちをつくる 

② 心が通うコミュニティと医療・福祉の充実により、誰にでもやさしいまちをつくる 

③ 安心・安全・快適な環境の創出により、いつまでも住んでいたいまちをつくる 

④ 文化的風土に育まれ、市民が未来に向けて挑戦し、活躍するまちをつくる 

⑤ 市民・企業・周辺地域と連携し、持続的なまちをつくる 

 

これらの方向性をもとに、第七次伊達市総合計画におけるまちの将来像を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ع将来像に匸めた想いع

 

 快適な環境の中、心身ともに健康で、人とふれあい、助け合いながら、安定した生活を送ること。

それが伊達市民にとっての「豊かさ」です。 

 市民がこうした豊かさを感じることができ、幸福度が高いまちになれば、人はこのまちに住み続

け、ここに人が集まり、交流が生まれ、移住や投資が起こります。 

その繰り返しによって、従来からここに暮らす市民も、新たに市民となった人も、すべての人が

幸せに暮らせる、そんな伊達市を目指します。 

 

 

 

10ع ফ後の伊達市ع 

みんなが豊かさを感じられる 
৘ড়ౘૣ২ਈৈभまち 

 

ਨਲ੊ట୸৘ 



- 41 - 

 

 ৘ড়ౘૣ২भঔঀ१३ٹ

「幸福」の捉え方は人によって異なるため、定量的に把握することは困難ですが、いくつかのモ

ノサシを設定し、それらを複合的に評価することによって、幸福と考える人が多いかどうかを見極

められると考えます。 

そこで、伊達市に暮らす人の幸福度を測るモノサシとして、以下の指標を設定します。今後 10

年間でこれらの数値が高まるよう、まちづくりを推進していきます。 

 

市民幸福度のモノサシ 

 

指標区分 指標の内容 最新指標 

総合的指標 将来も伊達市に住み続けたいと

思う人の割合 

77.1％ 

（H29.11市民アンケート調査結果） 

 

市民の幸福度が高いまちは、これからもそのまちに住み続けたいという思いの高さに反映される

と考えられます。 

 将来も伊達市に住み続けたいと考える市民の割合は、現在も高い割合となっていますが、10年後

にはすべての市民がそう考えるようなまちを目指します。 

 

 

指標区分 指標の内容 最新指標 

健康な暮らし 健康維持に関する取組の満足度 59.9% 

（H29.11市民アンケート調査結果） 

 

市民アンケート調査の中で最も多くの市民が選んだ「豊かさ」は、「心身の健康」に関すること

でした。 

 このことから、健康な暮らしの実現が幸福度を高める要因と考え、健康維持に関する取組の満足

度をモノサシの一つに定め、その向上を目指します。 
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４．まちづくりの基本目標 
  

 

 

10 年後の伊達市の将来像「みんなが豊かさを感じられる 市民幸福度最高のまち」の実現に向け、

まちづくりの基本目標を次のように定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 「༎एৡ」が勮く、安定した産業基盤の確য়と雇用
の創出を図ります。 
 ঈランドৡの高い農業と漁業、環境にやさしい掚業
を振興するほか、消費者ニーズに合った商業や地場産
業の振興を図ります。 
 拊者・匩性・高齢者など、多様な働き手が活躍でき
る雇用の創出と職場環境の改善を促進します。 

み
ん
な
が
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る 

市
民
幸
福
度
最
高
の
ま
ち 

北
海
道
伊
達
市 

１  ༎एৡと౻৷を生み 
出すまちづくり 

2  豊かな心と人を育む 
まちづくり 

３  健やかで人にやさし
いまちづくり 

４  安心・安全でકみଐ 
いまちづくり 

５  ৘ড়ৡを生かした 
まちづくり 

 次代を担う人づくりを地域全体で進めます。 
 学校教育の充実を図り、豊かな心を持ち、問題解決
ৡに历れた人材を育成します。 
 地域全体で子どもの健やかな成শをৄ捿り、育む体
制を確য়します。 
 市ড়の学びを支援し、伊達市らしい歴史、文化、芸
術、スポーツなどの活動を振興します。 

 健やかに、安心して暮らすことができるまちづくり
を進めます。 
 食育を推進するとともに健康の増進を図り、健康寿
命の延伸に取り組みます。 
 多様な境遇の人へのきめ細やかな福祉体制を構築
し、安心して生活できる環境を整備します。 

 安心・安全が確保され、೶匏で඿ిな匙市環境を整
備します。 
 人口規掌に合わせてまちの整৶・整ቕを図りなが
ら、捓厾的な整備や೐持拻৶に౑めます。 
 防災や消防・救急体制の整備を図り、安心・安全の
確保を進めます。 

 まちづくりを「自分ごと」と捉え、課題の解決にチ
কঞンジする市ড়、団体、企業、ষ政が手を取り合い、
ౘ福২の高いまちをつくります。 
 的確な情報発信に౑め、市ড়の自発的な活動やコミ
ュニティの活性化を支援します。 
 ষ財政の捓厾化を図り、持勸參能なまちの基盤を೐
持します。 

将来像 
 

まちづくりの基本目標 
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第Ⅳ部 基本計画 
１．施策の体系････････P48 
２．重点施策･･････････P49 

３．分野別施策････････P53 
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１．施策の体系 
 

まちづくりの基本目標を達成するために推進する分野別施策を次のとおり定めます。 

 

  

0101 地域産業の中核を担う農業の振興      
0102 健全な掚業の振興      
0103 安定した漁業の確য় 
0104 消費者ニーズに対応した商業の振興 
0105 活ৡある地場産業 
0106 ྟৡあऴれる観光基盤の捊成 
0107 勤労者の生活安定と向上 

み
ん
な
が
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る 
市
民
幸
福
度
最
高
の
ま
ち 

北
海
道
伊
達
市 

将来像 まちづくりの 
基本目標 分野別施策 

 

 

１  ༎एৡと౻৷
を生み出す 
まちづくり 

２  豊かな心と 
人を育む 
まちづくり 

３  健やかで 
人にやさしい 
まちづくり 

４  安心・安全で 
કみଐい 
まちづくり 

５  ৘ড়ৡを 
生かした 
まちづくり 

0201 子どもの保育と教育 
0202 次代を担う子どもたちを育む教育の実現  
0203 生涯学習の推進と地域人材の育成 
0204 みんなが楽しめるスポーツの振興 
0205 歴史・文化芸術を生かしたまちづくり   

0301 福祉の充実と多様性の尊重 
0302 高齢者福祉の充実     
0303 健康づくりの推進 

0401 まちの整৶・整ቕと機能的なまちづくり  
0402 居住環境の整備と地域環境の保全  
0403 公共卦通ිの確য় 
0404 安全な暮らしの確保 

0501 みんなが参加する協働のまちづくり    
0502 地域コミュニティと市ড়活動の促進 
0503 情報通信基盤の整備と活用 
0504 国際・地域間卦及の推進 
0505 捓厾的・捓果的なষ財政卞協 
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２．重点施策 
 

今後 10 ফ間の重点施策として、次の３つの施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点施策 １ 健やか・安心 

施策のねらい 

・市ড়が健やかに暮らせるよう、関連する取組を重点的に推進します。 
・健康の源である「食」を生み出す農業・漁業を振興し、健康産業としての

発展を促します。 
・食育や市ড়の健康づくりを促進し、健康寿命の延伸を図ります。 
・心の通った人と人とのつながりをつくるとともに、防災対策にৡをোれ、

安心して暮らせるまちをつくります。 

関連指標と 

目標値 

関連する取組 

010103 農畜産業の振興 
010304 匍産匵の消費と捅挢ఁ大 
020203 食育・健康教育の推進 
030104 お互いを尊重し合えるまちづくり 
030201 高齢者の生きがいづくりの推進 
030202 高齢者支援体制の整備 
030203 地域包括支援体制の充実 
030303 市ড়による健康づくりの推進 
030304 食育事業の推進 
040401 地域防災対策の推進 
040404 消費生活の安全・向上 

5,660 
千円／人 

 
16 団体 

 
 

54.5％ 

現況 

 
・農業所得がある人１人あたりの農業所得স厀 
 
・介護予防グループ（介護予防事業に取り組む地 

域ボランティアグループ）の組織数 
 
・自主防災組織（自治会などで自主的に結成した 

災县に備えて活動する組織）の設置厾 

 
 

 
26 団体 

 
 

64.4％ 
 

指標名 目標値 
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関連する取組 

020101 子育て支援体制の充実 
020201 確かな学ৡの向上を目指し厣౦ある学校づくりの推進 
020202 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 
020204 匝൦や地域の教育ৡの向上と学校を支援する体制づくりの推進 
020207 శষ防厙指拗体制の充実  
020301 生涯にわたる充実した学習機会の提供  
020302 国際感覚をもった人材の育成 
020303 心を育む体挧活動や捘厮ফ団体活動の推進 
 

関連指標と 

目標値 

 
・だて学を学んだ市ড় 
 
・放課後子ども教室実施小学校・義務教育学校数 

（星の丘小学校は除く） 
 

・子育て支援の掫拒২ 
（Ｈ29.11 市ড়アンケート調査結果） 

施策のねらい 

・困難な時代の到来が予想される中、伊達市の未来を担う人材を地域が一丸
となって育みます。 

・学校、匝൦、職場、コミュニティなど、あらॅる場を通गて、历れたৄ掟、
叒能、問題解決ৡを持った౅もしい伊達人を育成します。 

・伊達市で子どもを産み、育てようとする人を支援するとともに、子育て環
境の充実を図ります。 

 

 
0 人 

 
1 校 

 
 

29.1％ 

 
 
 

全校 
 
 

45.0％ 

指標名 目標値 現況 

重点施策 ２ 育み 
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活躍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連指標と 

目標値 

 
・公募している審議会への 

拊者（40 代以下）のః用厾 
  匩性のః用厾 

 
・まちづくり研修（ワークショップ含む）開催数 

（10 ফ間合計） 
 

・給与所得がある市ড়の割合（16 歳以上） 
 
・市ড়参加に関心がある人の割合 

（Ｈ29.11 市ড়アンケート調査結果） 

施策のねらい 

・まちづくりを「自分ごと」とし、市ড়ৡが発มされる環境をつくります。 
・あらॅるফ代、性別、境遇の人たちが、जれझれのয়場で活躍し、ྟৡあ

る伊達市、住みやすい伊達市、活ৡがあり人にやさしい伊達市をつくるた
めに౑ৡする体制を整えます。 

・市内で雇用を創出し、伊達市に住み、活躍したい人が働ける場をつくりま 
す。 

 
 

23.7％ 
27.4％ 
 

5 回 
 
 

54.2％ 
 
 
28.7％ 

 
 

35.0％ 
40.0％ 
 
70 回 

 
 

 
 
 
50.0％ 

指標名 現況 目標値 

関連する取組 

010504 産業の担い手、後継者等の確保に向けた取組の支援 
030201 高齢者の生きがいづくりの推進 
050101 市ড়参加の推進 
050102 総合的な卂匩共৊参画の推進 
050201 地域コミュニティや市ড়活動に関する勪掟の高๐ 
050202 市ড়活動の促進 
050203 市ড়活動に厂る情報の発信 
 

重点施策 ３ 
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分野別施策 
基本目標 1.   ༎एৡと雇用を生み出すまちづくり････････P54 
基本目標 2．  豊かな心と人を育むまちづくり･･･････････Ｐ61 

基本目標 3．  健やかで人にやさしいまちづくり･････････Ｐ66 

基本目標 4．  安心・安全で住み拖いまちづくり･････････Ｐ69 

基本目標 5．  市ড়ৡを生かしたまちづくり･････････････Ｐ73 

 



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0101

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

　伊達市の基幹産業である農業は、野菜を中心とする畑作や酪農を中心に都市近郊型農業とし

て経営されてきました。近年は、地域の温暖な気候条件を生かし栽培した多品種多品目の野菜

を「伊達野菜」としてＰＲすることで、徐々にその認知度は向上してきており、ブランド形成

を通じて高収益につながることが期待されています。また、新鮮な野菜は、食育等を通じて健

康の増進や健康教育の促進にも寄与しています。

　このように農業は、生産、加工、販売、観光、健康増進、教育など、その影響が多方面に及

び、本市にとって極めて重要な産業です。その一方で、担い手の高齢化や離農が進み、新規就

農者の確保も難しいなど、基幹産業として維持していくためには大きな課題が残されていま

す。さらに、TPPをはじめ、農畜産物をめぐる国際情勢の影響により、その永続的な発展が不

透明になっています。

　こうした課題に一つひとつ対応し、生産性と収益力を高める取組を進める必要があります。

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

01.農業生産基盤の強化01.農業生産基盤の強化01.農業生産基盤の強化01.農業生産基盤の強化

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

　農業経営の安定を図るため、地域の特色を生かした高品質な農畜産物の生産を支援し

ます。

02.担い手の育成・確保02.担い手の育成・確保02.担い手の育成・確保02.担い手の育成・確保

地域産業の中核を担う農業の振興地域産業の中核を担う農業の振興地域産業の中核を担う農業の振興地域産業の中核を担う農業の振興

03.農畜産03.農畜産03.農畜産03.農畜産業業業業の振興の振興の振興の振興

　農業の生産性の向上を図るため、地域の状況に応じた区画圃場の整備や農業用施設の

維持など、生産環境の強化を進めます。

　持続的な営農体制を構築するため、集落営農による組織化や法人化の促進、新規就農

者の育成・確保に向けた取組を支援します。

稼ぐ農業の確立稼ぐ農業の確立稼ぐ農業の確立稼ぐ農業の確立

　「品質が高く、売れる農畜産物の生産」、「安定した農業経営」、「担い手が育ち、未来に

続く農業」、「環境にやさしい循環型農業」が定着し、稼ぐ農業の確立を目指します。

₋54₋



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0102

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　森林整備により排出される間伐材等を木質ペレットの原料として活用し、地域の二酸

化炭素排出量の削減を図るとともに、森林の健全な育成・保全を推進します。

01.森林の公益的機能の維持増進01.森林の公益的機能の維持増進01.森林の公益的機能の維持増進01.森林の公益的機能の維持増進

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

健全な林業の振興健全な林業の振興健全な林業の振興健全な林業の振興

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市の森林面積は、市域面積の約７０％を占めており、森林は木材生産機能だけではな

く、二酸化炭素の吸収や水源の涵養、生態系の保全など多くの公益的機能を持っています。こ

うしたさまざまな機能を最大限に発揮させるため、森林整備や保全の啓発など適正な維持・管

理を推進していく必要があります。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

　森林が適切に維持・管理され、森林の公益的な価値を生かす林業を目指します。

02.森林の整備と保全02.森林の整備と保全02.森林の整備と保全02.森林の整備と保全

03.間伐材の有効活用03.間伐材の有効活用03.間伐材の有効活用03.間伐材の有効活用

健全な森林を育む林業健全な森林を育む林業健全な森林を育む林業健全な森林を育む林業

　二酸化炭素の吸収による地球温暖化の抑制や、国土・生態系の保全、水源の涵養など

森林が持つ公益的機能の維持増進のため、関係機関等と連携し、森林整備を進めます。

　森林整備に必要な造林事業等については、計画的・効率的に進めるとともに、森林整

備の啓発や支援、森林組合の育成強化に努めます。また、森林整備により保安林機能を

維持し、森林の保全を図ります。

₋55₋



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0103

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　地元水産物のＰＲイベントへの参加や地域ブランド化の推進等により、消費と販路の

拡大を図ります。

02.生産基盤の整備02.生産基盤の整備02.生産基盤の整備02.生産基盤の整備

03.漁業経営の強化03.漁業経営の強化03.漁業経営の強化03.漁業経営の強化

04.水産物の消費と販路拡大04.水産物の消費と販路拡大04.水産物の消費と販路拡大04.水産物の消費と販路拡大

　ホタテ、マツカワなどの増養殖等栽培漁業への支援や、漁業権行使規則、漁獲規制等

の遵守促進などにより、水産資源の維持と増大を図ります。

　生産施設整備に合わせた既存漁港の機能高度化、共同作業所などの漁業関連施設の整

備を促進します。

　効率的な漁業経営を確立するため、漁船や装備・機器等の近代化による漁労作業の効

率化や生産コストの削減を図るとともに、担い手の育成や新規就業者の確保に努めま

す。

01.水産資源の維持・増大01.水産資源の維持・増大01.水産資源の維持・増大01.水産資源の維持・増大

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

安定した漁業の確立安定した漁業の確立安定した漁業の確立安定した漁業の確立

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　近年、本市の漁業は、海水温の変動などの影響により、水産資源の減少が課題となってお

り、漁業の安定を図るためには、減少している水産資源の維持・増大に向けた取組が必要で

す。特に計画的な生産額が確保できる栽培・養殖漁業は、経営の安定化を図るうえで効果的で

あることから、これらを取り巻く生産基盤や消費・販売促進等の環境整備を進める必要があり

ます。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

水産資源をつくり育て水産資源をつくり育て水産資源をつくり育て水産資源をつくり育て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安定した経営ができる漁業安定した経営ができる漁業安定した経営ができる漁業安定した経営ができる漁業

　豊富で高品質な水産物を安定的に生産・漁獲し、経営の安定した漁業の確立を目指します。

₋56₋



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0104

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

04.地元消費の促進04.地元消費の促進04.地元消費の促進04.地元消費の促進

　商業者による販促活動やキャンペーン等の取組を支援するとともに、地域循環型ポイ

ントカードの活用等により、地元消費の喚起と購買力の流出防止を促進します。

　運転免許証の返納や、商店等の撤退により日常生活で必要なものを購入することが困

難となった買い物弱者が、安心して買い物をすることができるよう必要な対策を進めま

す。

02.経営の近代化02.経営の近代化02.経営の近代化02.経営の近代化

03.買い物弱者への支援03.買い物弱者への支援03.買い物弱者への支援03.買い物弱者への支援

　まちなかの空き店舗対策事業などにより出店や起業の誘導を行い、商業等の活性化と

交流人口の増加を促進します。

　伊達商工会議所・壮瞥商工会や金融機関など関係機関との連携により、経営の合理

化、人材の育成、融資制度等の充実を図り、地域企業の経営の近代化を促進します。

01.にぎわいの創出01.にぎわいの創出01.にぎわいの創出01.にぎわいの創出

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

消費者ニーズに対応した商業の振興消費者ニーズに対応した商業の振興消費者ニーズに対応した商業の振興消費者ニーズに対応した商業の振興

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　人口減少や地域間競争など、厳しい社会的・経済的変化の影響を受け、特に中心市街地の商

店街は、空き店舗の増加による空洞化が進むなど、商業機能の低下傾向がみられます。

　商業は市民の生活を支えるだけではなく、雇用やにぎわいを生み、地域コミュニティに活力

を与える重要な役割を担っていることから、消費者ニーズに対応したサービスの向上や、経営

者・従業員の意識改革、経営の近代化・合理化など将来を見据えた商業の振興が求められてい

ます。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

安心して買い物ができる安心して買い物ができる安心して買い物ができる安心して買い物ができる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にぎわいのある商業にぎわいのある商業にぎわいのある商業にぎわいのある商業

　地域コミュニティの核となる、にぎわいのある商業を目指します。

₋57₋



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0105

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

05.産業間連携の促進05.産業間連携の促進05.産業間連携の促進05.産業間連携の促進

　農林水産業、製造業、商業・サービス業、観光産業等、多様な業種間の連携を強化

し、新たな商品やサービス、事業の創出を支援します。

　各企業や伊達商工会議所等の団体が、担い手や後継者の確保に向けて独自に行う取組

を支援し、持続的な企業経営を後押しします。

地域の資源や特性を生かした地域の資源や特性を生かした地域の資源や特性を生かした地域の資源や特性を生かした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力ある地場産業活力ある地場産業活力ある地場産業活力ある地場産業

　本市の強みと特性を生かした活力あふれる地場産業の持続的な発展を目指します。

02.新規起業、企業誘致及び投資の促進02.新規起業、企業誘致及び投資の促進02.新規起業、企業誘致及び投資の促進02.新規起業、企業誘致及び投資の促進

03.地場産品の研究開発・販路拡大03.地場産品の研究開発・販路拡大03.地場産品の研究開発・販路拡大03.地場産品の研究開発・販路拡大

01.中小企業の経営基盤強化01.中小企業の経営基盤強化01.中小企業の経営基盤強化01.中小企業の経営基盤強化

04.産業の担い手、後継者等の確保に向けた取組の支援04.産業の担い手、後継者等の確保に向けた取組の支援04.産業の担い手、後継者等の確保に向けた取組の支援04.産業の担い手、後継者等の確保に向けた取組の支援

　伊達商工会議所・壮瞥商工会と連携し、地場中小企業の生産性向上による経営基盤強

化や安定化等に寄与する取組を進めます。

　支援制度の充実や情報発信の強化を図り、新規起業の促進や企業の誘致、市外からの

投資促進に向けた取組を進めます。

　地場中小企業による地域資源を活用した製品の研究開発を支援するとともに、ふるさ

と納税の返礼品やイベント等を活用した販路拡大や、関連団体と連携したＰＲ活動を進

めます。

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

活力ある地場産業活力ある地場産業活力ある地場産業活力ある地場産業

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　製造業、建設業、サービス業等の地場中小企業は、伊達市の産業・経済を支える中心的な存

在であり、雇用の創出にも貢献しています。これらの産業が付加価値を高め、経営基盤の強化

や安定化が図られるよう、支援していくことが必要です。

　さらに、本市の資源や特性を生かした新規起業、企業誘致、市外からの投資の促進も重要な

課題となっています。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

₋58₋



稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0106

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

01.観光資源の活用01.観光資源の活用01.観光資源の活用01.観光資源の活用

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

魅力あふれる観光基盤の形成魅力あふれる観光基盤の形成魅力あふれる観光基盤の形成魅力あふれる観光基盤の形成

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市は自然環境や歴史、四季を通じた豊かな農水産物、天然温泉など多くの観光資源に恵

まれていますが、それらの有効活用が大きな課題となっています。人口減少により地域経済が

縮小傾向にある中、交流人口を増加させることは地域経済の活性化にもつながることから、地

域の資源や地理的優位性を最大限に生かした観光基盤の形成が必要です。

　道の駅だて歴史の杜など、観光の拠点となる施設が整備されたことから、その有効活用によ

る観光の発展が期待されます。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

何度も訪れたくなる何度も訪れたくなる何度も訪れたくなる何度も訪れたくなる

　　　　　　　　歴史と自然があふれる温かいまち歴史と自然があふれる温かいまち歴史と自然があふれる温かいまち歴史と自然があふれる温かいまち

　歴史や自然など地域の観光資源を最大限に生かし、おもてなしの心を持って迎えられるまち

にします。

02.受入体制の整備02.受入体制の整備02.受入体制の整備02.受入体制の整備

03.観光拠点施設の03.観光拠点施設の03.観光拠点施設の03.観光拠点施設の活用活用活用活用

　自然環境や歴史、「食」など、豊富な地域資源を生かした体験型観光等の推進によ

り、魅力あふれる観光産業の振興を図ります。

　市と各団体の連携した取組による観光プログラム開発や道の駅だて歴史の杜インフォ

メーション機能の強化による効果的な情報発信を行います。

　道の駅だて歴史の杜等、観光の拠点となる施設の魅力アップを図るとともに、これら

の施設と市内の多様な観光資源を有機的に結び付け、国内外観光客の誘客を促進し、観

光客の滞在時間の延伸、観光消費の拡大、リピートの拡大を図ります。
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稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

施策

0107

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

02.勤労者福祉の充実02.勤労者福祉の充実02.勤労者福祉の充実02.勤労者福祉の充実

　ハローワークや伊達商工会議所等の関係機関との連携による雇用機会の拡充、職業能

力の開発、労働条件の改善、障がい者・高齢者雇用の促進により、雇用環境の改善を図

ります。

　各種施策のＰＲと活用を促進するとともに、市の勤労者生活資金等を活用し勤労者福

祉の充実を図ります。

01.雇用環境の改善01.雇用環境の改善01.雇用環境の改善01.雇用環境の改善

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１

勤労者の生活安定と向上勤労者の生活安定と向上勤労者の生活安定と向上勤労者の生活安定と向上

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市の雇用環境は、求人と求職のニーズがかみ合わない「雇用のミスマッチ」などから、

依然として厳しい状態が続いており、若者はもとより女性や高齢者の地元雇用に大きな影響を

与えています。あわせて、既存企業の後継者の確保等、企業の持続的発展に関わる不安も顕在

化しています。

　このため、新たな雇用の創出による就業機会の拡充と安心して働くことができる環境づくり

を進めるとともに、勤労者の生活基盤を安定させるための福祉施策についても充実を図る必要

があります。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

地元で安心して働くことができるまち地元で安心して働くことができるまち地元で安心して働くことができるまち地元で安心して働くことができるまち

　地元に働く場所がたくさんあり、安心して生活ができるまちを目指します。
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豊かな心と人を育むまちづくり

施策

0201

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２

　少子化が進む中、子どもを安心して産み育てることができる環境づくりや、子どもの安心・

安全な居場所を確保していくことは、本市の大きな課題となっています。

　少子化や女性の社会進出の進展、さらには家族構成の変化や地域のつながりの希薄化に伴

い、子育てに関する不安や孤立感を抱える人が増えています。こうした子育て世代の不安の軽

減を図るため、ニーズに応じた場を提供し、必要な子育て支援サービスが有効に活用されるよ

う、市民周知に努める必要があります。

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

01.子育て支援体制の充実01.子育て支援体制の充実01.子育て支援体制の充実01.子育て支援体制の充実

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

02.幼稚園教育及び保育サービスの充実02.幼稚園教育及び保育サービスの充実02.幼稚園教育及び保育サービスの充実02.幼稚園教育及び保育サービスの充実

子ども子ども子ども子どもの保育と教育の保育と教育の保育と教育の保育と教育

　社会情勢や子育て世代の悩みを把握し、子育て環境を整えることを重視しながら、子

育て支援に取り組みます。共働き家庭など日中保護者がいない子どもに対する、放課後

児童クラブや放課後子ども教室の充実など、社会的な支援が必要な子ども・家庭も含め

たすべての子どもと家庭を社会全体で支える取組を進めます。

　幼児期の教育・保育が人格形成の基礎を培うことから、就学前の質の高い教育・保育

の提供を行います。

子どもの健やかな成長を支援し子どもの健やかな成長を支援し子どもの健やかな成長を支援し子どもの健やかな成長を支援し

　　　　　　　　「子育てするなら伊達市」の定着「子育てするなら伊達市」の定着「子育てするなら伊達市」の定着「子育てするなら伊達市」の定着

　子育てに関する環境をより良いものにすることにより、子どもを安心して産み育てることが

できるまちを目指します。

₋61₋



豊かな心と人を育むまちづくり

施策

0202

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

07.非行防止指導体制の充実07.非行防止指導体制の充実07.非行防止指導体制の充実07.非行防止指導体制の充実

　青少年の健全育成のために、関係機関と連携した巡視活動を行い、時代に合った環境

整備や指導を行います。

　学校の適正規模化を図り、児童生徒のより良い教育環境づくりに努めます。

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２

次代を担う子どもたちを育む教育の実現次代を担う子どもたちを育む教育の実現次代を担う子どもたちを育む教育の実現次代を担う子どもたちを育む教育の実現

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市の未来を担う人材の育成は、地域が一丸となって取り組むべき課題であり、そのため

には、教育環境の充実を図ることがとりわけ重要です。変化の激しい社会に柔軟に対応し、力

強く生き抜く力が求められている中、自らの手で困難を乗り越え、未来を切り拓く力を持つ人

材を育む教育環境づくりを推進する必要があります。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

生きる力を育み、生きる力を育み、生きる力を育み、生きる力を育み、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未来を見据えた教育環境の実現未来を見据えた教育環境の実現未来を見据えた教育環境の実現未来を見据えた教育環境の実現

　教育環境の整備により、次世代を担う子どもたちがのびのびと成長するまちを目指します。

02.豊かな心と健やかな体を育む教育の推進02.豊かな心と健やかな体を育む教育の推進02.豊かな心と健やかな体を育む教育の推進02.豊かな心と健やかな体を育む教育の推進

03.食育・健康教育の推進03.食育・健康教育の推進03.食育・健康教育の推進03.食育・健康教育の推進

01.確かな学力の向上を目指し特色ある学校づくりの推進01.確かな学力の向上を目指し特色ある学校づくりの推進01.確かな学力の向上を目指し特色ある学校づくりの推進01.確かな学力の向上を目指し特色ある学校づくりの推進

06.学校適正配置の推進06.学校適正配置の推進06.学校適正配置の推進06.学校適正配置の推進

05.学校施設・整備の充実05.学校施設・整備の充実05.学校施設・整備の充実05.学校施設・整備の充実

　児童生徒の学力向上に努め、新しい時代を生き抜くための実践的な力を育成するとと

もに、伊達市の教育資源を生かしたふるさと創生教育「（仮称）だて学」をとおして特

色ある学校づくりを進めます。

　一人ひとりが、基本的な倫理観や規範意識など豊かな心と健やかな体を育成できる取

組を支援します。

　健康な食事を取り、望ましい食習慣を身に付けるため、伊達市の食材を用いた教育活

動や家庭への啓発活動を進めます。

　学校・家庭・地域が互いに情報共有し、それらが連携して子育てに取り組むための学

習機会の提供を行い、地域と連携した学校づくりの推進に努めます。

　安心・安全な学習環境の整備を計画的に進めます。

04.家庭や地域の教育力の向上と学校を支援する体制づくりの推進04.家庭や地域の教育力の向上と学校を支援する体制づくりの推進04.家庭や地域の教育力の向上と学校を支援する体制づくりの推進04.家庭や地域の教育力の向上と学校を支援する体制づくりの推進
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豊かな心と人を育むまちづくり

施策

0203

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　読書活動を推進するとともに、市民ニーズに対応した情報提供や施設の増改築に向け

た研究を進め、知的活動を支援します。

02.国際感覚をもった人材の育成02.国際感覚をもった人材の育成02.国際感覚をもった人材の育成02.国際感覚をもった人材の育成

03.心を育む体験活動や青少年団体活動の推進03.心を育む体験活動や青少年団体活動の推進03.心を育む体験活動や青少年団体活動の推進03.心を育む体験活動や青少年団体活動の推進

04.図書館サービスの充実04.図書館サービスの充実04.図書館サービスの充実04.図書館サービスの充実

　楽しく学べる市民講座や長生大学の充実を図り、生涯にわたって学び成長し続けられ

るような学習機会を提供します。

　異文化との交流やネイティブの言語に触れられる機会の提供により、国際理解の促進

やコミュニケーション能力の育成に努めます。

　次代を担う青少年育成のため、さまざまな地域活動や体験活動の場を提供し、青少年

へ適切な支援を行う団体の取組を推進します。

01.生涯にわたる充実した学習機会の提供01.生涯にわたる充実した学習機会の提供01.生涯にわたる充実した学習機会の提供01.生涯にわたる充実した学習機会の提供

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２

生涯学習の推進と地域人材の育成生涯学習の推進と地域人材の育成生涯学習の推進と地域人材の育成生涯学習の推進と地域人材の育成

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　生活様式の多様化や、少子高齢化、国際化の進展に伴い、仕事以外の生涯にわたっての生き

がいづくりなど、市民の生活を豊かにするための生涯学習活動に対するニーズは年々広がりと

深まりを見せています。

　国籍や年齢を問わず、全ての市民が互いを尊重し合い、活躍できる環境をつくるとともに、

多様な学習機会の創出や情報提供を行い、誰もが参加しやすい生涯学習体制の整備・推進を図

る必要があります。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

「楽しい」がみつかり、「楽しい」がみつかり、「楽しい」がみつかり、「楽しい」がみつかり、

　　　　　　　　　　　　自分らしく輝くことができるまち自分らしく輝くことができるまち自分らしく輝くことができるまち自分らしく輝くことができるまち

　どの世代もいきいきと活躍できる環境を整え、多世代交流につなげ、さらに活力を高められ

るまちを目指します。

₋63₋



豊かな心と人を育むまちづくり

施策

0204

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　年齢や性別に関係なく、また体力に応じて、気軽に参加することができるニュース

ポーツやノルディックウォーキングなどの普及に取り組みます。

　スポーツ少年団をはじめとしたスポーツ団体への支援を通して、スポーツ人口の拡大

と指導者の育成に努めるとともに、各種スポーツ大会の開催と参加に対する支援を行

い、スポーツに親しむ意識の高揚と啓発に努めます。

　市民が安全で快適にスポーツ・レクリエーション活動を楽しむことができるよう、施

設及び備品等の計画的な維持管理等に取り組む他、各スポーツ施設等の特性に応じた運

営内容の充実と利用促進に向けた情報発信に取り組みます。

01.身近で気軽にスポーツを楽しむことができる場と機会の提供01.身近で気軽にスポーツを楽しむことができる場と機会の提供01.身近で気軽にスポーツを楽しむことができる場と機会の提供01.身近で気軽にスポーツを楽しむことができる場と機会の提供

誰もが気軽に参加できる誰もが気軽に参加できる誰もが気軽に参加できる誰もが気軽に参加できる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツが盛んなまちスポーツが盛んなまちスポーツが盛んなまちスポーツが盛んなまち

　関係機関及び団体と連携し、誰でもいつでもどこでも、生涯にわたり気軽にスポーツに参加

できるよう、多種多様なスポーツ活動の推進を図ります。

02.スポーツ活動環境の充実と普及促進02.スポーツ活動環境の充実と普及促進02.スポーツ活動環境の充実と普及促進02.スポーツ活動環境の充実と普及促進

03.スポーツ施設の整備と充実03.スポーツ施設の整備と充実03.スポーツ施設の整備と充実03.スポーツ施設の整備と充実

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２

みんなが楽しめるスポーツの振興みんなが楽しめるスポーツの振興みんなが楽しめるスポーツの振興みんなが楽しめるスポーツの振興

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市では、生涯にわたってスポーツに親しむことができるよう、健康づくり事業やスポー

ツ教室の開催、スポーツ団体の育成やスポーツ大会への参加と開催に対する支援を行っていま

す。

　市民の健康・体力づくりに対する関心は高く、生きがいのある生活を送るため、子供から大

人までがスポーツに親しむことができる環境づくりが必要です。

　また、市民のスポーツ活動に対する意識やニーズも多様化しており、それぞれの年齢や体

力、レベルに応じた活動の場の提供と情報発信など、誰もが気軽に、生涯にわたってスポーツ

を続けられる環境づくりを更に推進していくことが求められています。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組
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豊かな心と人を育むまちづくり

施策

0205

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

02.芸術家の育成02.芸術家の育成02.芸術家の育成02.芸術家の育成

03.文化財の保存と積極的活用03.文化財の保存と積極的活用03.文化財の保存と積極的活用03.文化財の保存と積極的活用

　日頃から文化芸術に触れる機会を提供し、豊かな感性や個性を育む取組を進めます。

　一流指導者による美術や音楽の芸術家を育成するとともに、文化芸術に対する造詣を

深める美術展や音楽会などを開催します。

　有形・無形文化財の調査・保存に努め、だて歴史文化ミュージアムでの展示や体験学

習事業など、積極的に文化財を活用します。

01.文化芸術活動の充実01.文化芸術活動の充実01.文化芸術活動の充実01.文化芸術活動の充実

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２

歴史・文化芸術を生かしたまちづくり歴史・文化芸術を生かしたまちづくり歴史・文化芸術を生かしたまちづくり歴史・文化芸術を生かしたまちづくり

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市は、洞爺湖有珠山ジオパークのシンボルである有珠山の恵みを受け、古くから人が集

まる地域であり、北黄金貝塚などの縄文遺跡を数多く有し、これら先史文化を基盤としたアイ

ヌ民族の歴史と、明治初期の仙台藩亘理伊達家による集団移住の歴史をあわせ持つまちです。

　また、芸術分野においても、日本や世界で通用する芸術家の育成や、文化団体と連携した市

民の文化活動の促進などの取組が進められています。一方で、こうした取組は成果が表れるま

で時間と労力がかかるため、継続して取り組むことが重要です。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

地域の歴史を誇りにする地域の歴史を誇りにする地域の歴史を誇りにする地域の歴史を誇りにする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化的活動が盛んなまち文化的活動が盛んなまち文化的活動が盛んなまち文化的活動が盛んなまち

　先人たちが築いた地域の歴史や文化を大切にし、質の高い生活文化や芸術文化に親しむこと

ができるまちを目指します。
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健やかで人にやさしいまちづくり

施策

0301

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　障がいのある人もない人も市民としてお互いを支え合い尊重しながら安心して楽しく

暮らすことのできるまちづくりを進めます。

　地域におけるふれあい活動の場として有効に活用できるよう施設の充実を図ります。

02.ひとり親家庭支援体制の充実02.ひとり親家庭支援体制の充実02.ひとり親家庭支援体制の充実02.ひとり親家庭支援体制の充実

福祉の充実と多様性の尊重福祉の充実と多様性の尊重福祉の充実と多様性の尊重福祉の充実と多様性の尊重

03.自立支援と社会参加の促進03.自立支援と社会参加の促進03.自立支援と社会参加の促進03.自立支援と社会参加の促進

05.福祉施設の充実05.福祉施設の充実05.福祉施設の充実05.福祉施設の充実

04.お互いを尊重し合えるまちづくり04.お互いを尊重し合えるまちづくり04.お互いを尊重し合えるまちづくり04.お互いを尊重し合えるまちづくり

　社会福祉協議会や民生委員・児童委員など各関係機関と連携し、地域福祉活動を促進

します。

　きめ細やかな相談体制や各種制度の周知により、ひとり親家庭への支援体制を充実さ

せます。

　障がい者や経済的支援を必要とする世帯が、安心して生活でき、自立を目指しながら

地域社会に参加することができるよう支援を進めます。

基本目標３基本目標３基本目標３基本目標３

　疾病や社会的理由から支援を必要とする生活困窮者やひとり親家庭は、年々増加の傾向にあ

り、それに伴い社会保障費も増加しています。

　「持続可能な福祉」の視点から、これら支援を必要とする世帯や障がい者が安心して必要な

サービスを受けながら自立して社会参加ができるよう、地域で支え合う取組が重要です。

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

01.地域福祉活動の促進01.地域福祉活動の促進01.地域福祉活動の促進01.地域福祉活動の促進

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

一人ひとりが希望を持ち一人ひとりが希望を持ち一人ひとりが希望を持ち一人ひとりが希望を持ち

　　　　　　　　主体的な生活を営むことができるまち主体的な生活を営むことができるまち主体的な生活を営むことができるまち主体的な生活を営むことができるまち

　誰もが安心して必要なサービスを受けながら、自立して社会参加ができる持続可能な福祉を

目指します。
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健やかで人にやさしいまちづくり

施策

0302

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

01.高齢者の生きがいづくりの推進01.高齢者の生きがいづくりの推進01.高齢者の生きがいづくりの推進01.高齢者の生きがいづくりの推進

02.高齢者支援体制の整備02.高齢者支援体制の整備02.高齢者支援体制の整備02.高齢者支援体制の整備

03.地域包括支援体制の充実03.地域包括支援体制の充実03.地域包括支援体制の充実03.地域包括支援体制の充実

　高齢者が地域でいきいきと暮らすことができるよう、生きがいと健康づくり、介護予

防に関する取組の充実を図ります。

　高齢者が安心して暮らせる地域社会に向け、住環境や介護基盤の整備とともに地域に

おける支え合いの体制づくりを中心とした生活支援体制の構築を進めます。

　いつまでも住み慣れた地域で生活できるよう、医療と介護の連携による支援体制の構

築や認知症対策の充実に向けた取組を推進します。また、必要な介護保険サービスの確

保に努めるとともに、給付費の適正化を図ります。

基本目標３基本目標３基本目標３基本目標３

高齢者福祉の充実高齢者福祉の充実高齢者福祉の充実高齢者福祉の充実

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市では高齢化が進展し、高齢化率は34.6％となっており（2015年国勢調査）、高齢者

が心身ともに健康で地域社会の一員として活動でき、住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できる社会の形成が必要となっています。

　今後は、支援を必要とする高齢者が増え、ひとり暮らしや認知症の高齢者の増加も見込まれ

ることから、介護保険などの社会保障費の増大が予想されます。このため、高齢者の健康増進

や介護予防に力を入れるとともに、生活支援サービスの充実、在宅医療と介護の連携推進、更

には住民同士の支え合い・助け合いなどによる高齢者の支援体制を構築することが重要です。

　また、高齢者の就労促進や、その経験を生かして地域で活躍できる場や機会を創出すること

も重要です。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

いきいきと暮らし、経験を生かしながらいきいきと暮らし、経験を生かしながらいきいきと暮らし、経験を生かしながらいきいきと暮らし、経験を生かしながら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長寿を楽しむことができるまち長寿を楽しむことができるまち長寿を楽しむことができるまち長寿を楽しむことができるまち

　高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持ちつつ、健康で豊かな生活を送ることができるまち

づくりを目指します。
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健やかで人にやさしいまちづくり

施策

0303

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　生涯にわたって心身ともに健康でいるための全市民を対象とした食育事業の充実を図

ります。また、「だて歴史の杜食育センター」を活用し、広く食育に関する情報発信を

行います。

01.保健医療サービス体制の整備01.保健医療サービス体制の整備01.保健医療サービス体制の整備01.保健医療サービス体制の整備

基本目標３基本目標３基本目標３基本目標３

健康づくりの推進健康づくりの推進健康づくりの推進健康づくりの推進

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　健康でいきいきと暮らすことは全市民の願いです。高齢化の進行に伴い、健康寿命の延伸に

つながる取組がますます重要になってきます。また、母子保健では子育てに寄り添い子どもた

ちの健やかな育ちを支援する取組も重要となっています。

　伊達市では、総合病院である伊達赤十字病院の安定的な医療体制の整備が求められ、地域の

医療機関との連携強化も重要となっています。また、市民を対象とした各種健（検）診や健康

に関する情報発信など、市民自らの健康に対する意識を高めるための取組も重要です。

　これからは市民の健康を支え、守るための環境整備や、生涯にわたって心身ともに健康でい

るための食育の推進に向けた取組とともに、総合的な健康づくりを進めていくことが必要で

す。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

一人ひとりが主体的に一人ひとりが主体的に一人ひとりが主体的に一人ひとりが主体的に

　　　　　　　　　　　　　　　　健康づくりに取り組めるまち健康づくりに取り組めるまち健康づくりに取り組めるまち健康づくりに取り組めるまち

　市民の健康に関する悩みを解消し、身近な地域で主体的に健康づくりに取り組むことができ

るまちづくりを目指します。

03.市民による健康づくりの推進03.市民による健康づくりの推進03.市民による健康づくりの推進03.市民による健康づくりの推進

04.食育事業の推進04.食育事業の推進04.食育事業の推進04.食育事業の推進

02.子育てに寄り添う子どもの健やかな育ちの支援02.子育てに寄り添う子どもの健やかな育ちの支援02.子育てに寄り添う子どもの健やかな育ちの支援02.子育てに寄り添う子どもの健やかな育ちの支援

　市民の誰もがいつでも必要な保健医療サービスが受けられるよう、医師の確保など安

定的な医療体制の充実を図ります。また、安心・安全で健康な生活を支えるための環境

整備を推進します。

　妊娠期から切れ目のない支援として、各種健診や健康相談などを実施し、子どもの健

やかな育ちを促し育児の不安を解消し、安心して子育てができる環境づくりを推進しま

す。

　市民一人ひとりが健康意識を高め、望ましい生活習慣を身につけるとともに、定期的

に健（検）診を受診し、生活習慣病の発症と重症化を防ぎます。また、健康づくりサ

ポーター等との協働により市民の健康づくりを支える環境づくりを行い、健康寿命延伸

につながる取組を進めます。
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安心・安全で住み良いまちづくり

施策

0401

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　公的住宅の整備や、増加が見込まれる空き家、宅地の不足への対策として住宅・宅地

の流通促進支援を進め、安心して生活できる住環境の整備を図ります。

　高齢者や障がい者も含めたあらゆる方が利用する施設や、それらを結ぶ経路の一体的

なバリアフリー化を計画的に促進します。

02.道路網の充実02.道路網の充実02.道路網の充実02.道路網の充実

まちの整理・整頓と機能的なまちづくりまちの整理・整頓と機能的なまちづくりまちの整理・整頓と機能的なまちづくりまちの整理・整頓と機能的なまちづくり

03.市民ニーズに適した公園・緑地の整備03.市民ニーズに適した公園・緑地の整備03.市民ニーズに適した公園・緑地の整備03.市民ニーズに適した公園・緑地の整備

05.バリアフリー化の推進05.バリアフリー化の推進05.バリアフリー化の推進05.バリアフリー化の推進

04.住宅・住環境の整備04.住宅・住環境の整備04.住宅・住環境の整備04.住宅・住環境の整備

　自然環境の保全や農業地域との調和に配慮しながら、まち全体の構造を見直し、生活

の利便性を向上させる取組を進めます。

　日常生活や都市の活動を支える道路や橋梁の整備を進め、利用者が安心して利用でき

るよう適正な維持管理を行います。

　自然や美しい景観を守りながら、歴史や地域特性を生かし、利用者のニーズに合った

公園・緑地の整備を進めます。

基本目標４基本目標４基本目標４基本目標４

　伊達市は、まちの中心に各種機能の集まった「コンパクトなまちづくり」を基本として、道

路や公園などを計画的に整備してきました。しかし、近年は人口減少や少子高齢化などの影響

により、空き家や空き店舗が増加するなど、まちなかが空洞化する恐れがあります。空洞化が

進むことは、地域の活力やコミュニティが失われることにつながるため、持続可能なまちづく

りの観点から、人口や産業の規模にあわせてまちの整理・整頓を行い、機能と効率を重視した

土地利用、道路整備、住環境整備等を図る必要があります。

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

01.都市地域の適正配置01.都市地域の適正配置01.都市地域の適正配置01.都市地域の適正配置

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

都市と自然が調和する都市と自然が調和する都市と自然が調和する都市と自然が調和する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コンパクトなまちコンパクトなまちコンパクトなまちコンパクトなまち

　規模にあわせたまちの整理・整頓を進め、効率的で機能的なまちづくりを目指します。
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安心・安全で住み良いまちづくり

施策

0402

　

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　地域住民が快適で衛生的な生活が営めるよう、ごみ出しルールの周知やマナーの徹

底、ペット飼育者のモラル向上のための啓発等を通じ、地域の良好な環境整備と美化意

識の高揚を図ります。

　化石燃料由来による二酸化炭素排出量を削減するため、省エネ行動によるエネルギー

の使い方の見直しや、エネルギー源の多様化への理解を深めるなど、意識の醸成を図り

ます。

　ごみの減量・分別の徹底を図るため、ごみの適正排出・適正処理の啓発を進めるとと

もに、ごみの発生抑制、再使用、再利用への意識高揚に関する取組を進めます。

居住環境の整った、クリーンなまち居住環境の整った、クリーンなまち居住環境の整った、クリーンなまち居住環境の整った、クリーンなまち

　豊かな自然や地域環境を守りながら、衛生的で安心して暮らすことができるまちを目指しま

す。

02.公共下水道等の整備02.公共下水道等の整備02.公共下水道等の整備02.公共下水道等の整備

03.衛生関連施設の充実03.衛生関連施設の充実03.衛生関連施設の充実03.衛生関連施設の充実

06.06.06.06.循環型社会の構築循環型社会の構築循環型社会の構築循環型社会の構築

05.低炭素社会の構築に向けた思想の普及05.低炭素社会の構築に向けた思想の普及05.低炭素社会の構築に向けた思想の普及05.低炭素社会の構築に向けた思想の普及

04.身近な地域環境美化の推進04.身近な地域環境美化の推進04.身近な地域環境美化の推進04.身近な地域環境美化の推進

　安全かつ安定的に水を供給するため、水道管や水道施設の計画的な整備管理に努める

とともに、経営の安定化を目指します。

　家庭や事業所からの汚水を適切に排除し、快適な生活環境を確保するとともに、河川

等の水質保全のためにも公共下水道施設の計画的な整備・管理を進めます。また、浸水

被害防止のための雨水排水施設の整備や、下水道処理区域外への合併処理浄化槽の整備

促進を図ります。

　墓園については、利用者の利便性に配慮し、衛生的利用を促す維持管理を行います。

また、火葬場については、現在の施設の老朽化が著しいため、将来の利用に配慮した施

設の整備を進めます。

01.安全でおいしい水の提供01.安全でおいしい水の提供01.安全でおいしい水の提供01.安全でおいしい水の提供

基本目標４基本目標４基本目標４基本目標４

居住環境の整備と居住環境の整備と居住環境の整備と居住環境の整備と地域環境の保全地域環境の保全地域環境の保全地域環境の保全

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　現代社会においては、より充実したライフラインが求められると同時に、潤いや安らぎのあ

る居住環境を望む声が高まっています。そうしたニーズに応えるために、日常生活に必要不可

欠な水道や、衛生的な居住環境を維持するために必要な下水道などの衛生関連施設の整備・維

持管理を進めます。

　また、温室効果ガスの排出抑制や、身近な地域環境美化活動の啓発・促進など、地域環境の

保全を図る取組が必要です。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組
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安心・安全で住み良いまちづくり

施策
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◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

01.公共交通のあり方の見直し01.公共交通のあり方の見直し01.公共交通のあり方の見直し01.公共交通のあり方の見直し

02.ライフモビリティサービスの充実02.ライフモビリティサービスの充実02.ライフモビリティサービスの充実02.ライフモビリティサービスの充実

03.公共交通の利用促進03.公共交通の利用促進03.公共交通の利用促進03.公共交通の利用促進

　市内公共交通の利用実態や市民ニーズなどを把握し、利用者や交通事業者等と連携を

図りながら、伊達市にふさわしい移動手段の確保を目指します。

　高齢者を対象とした会員制乗り合いタクシー（予約制）の充実により、ドアtoドアの

移送サービスを基本とした高齢者の生活の足の確保を図ります。

　公共交通を維持するためにも、交通事業者と連携した積極的な情報発信や啓発によ

り、公共交通の利用を促し、利用者数の確保を図ります。

基本目標４基本目標４基本目標４基本目標４

公共交通公共交通公共交通公共交通網の確立網の確立網の確立網の確立

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　車社会の急速な発達により、自家用車の保有台数が増える一方、公共交通の利用者は年々減

少傾向にあります。路線バスは市民の身近な移動手段であり、特に国鉄胆振線代替バスは、大

滝区と伊達地域を結ぶ唯一の公共交通ですが、この運行は国・道・市の補助で支えられている

のが現状です。

　また、鉄道の維持についても全道的な課題となっており、今後、さらに高齢化が進行してい

く中で、市民の日常生活の移動手段の確保は、より一層重要となっています。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

自家用車が無くても自家用車が無くても自家用車が無くても自家用車が無くても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自由に移動できるまち自由に移動できるまち自由に移動できるまち自由に移動できるまち

　自家用車を運転できない人でも、自由に気軽に出かけられるやさしいまちを目指します。
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施策
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◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　幅広い層に対して消費生活に関する意識啓発を図り、消費者被害を未然に防止しま

す。

01.地域防災対策の推進01.地域防災対策の推進01.地域防災対策の推進01.地域防災対策の推進

基本目標４基本目標４基本目標４基本目標４

安全な暮らしの確保安全な暮らしの確保安全な暮らしの確保安全な暮らしの確保

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市は豊かな自然に恵まれている一方で、これまで２０年から３０年の周期で噴火してい

る有珠山や大小多数の河川など、自然災害の要因となるものも多く有しています。特に、集中

豪雨等による予想できない洪水災害被害の発生など、近年の災害は複雑多様化しており、社会

の安全性に対する要求はさらに高まっています。

   災害に強いまちづくりのために、避難・救援への対処を適切に実行できる体制を整備し、避

難場所の指定や見直しをしていくことが必要です。

　また、安心・安全な暮らしを実現するため、防犯対策と交通安全対策を図るとともに、日常

生活において消費者被害を未然に防ぐ取組も必要です。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

誰もが安心して暮らせるまち誰もが安心して暮らせるまち誰もが安心して暮らせるまち誰もが安心して暮らせるまち

　防災体制や救急救助体制の強化・充実、及び防犯安全対策を推進するとともに、日常の消費

生活において市民の安心・安全な暮らしの実現を目指します。

02.消防・救急救助体制の充実02.消防・救急救助体制の充実02.消防・救急救助体制の充実02.消防・救急救助体制の充実

03.防犯・交通安全対策の充実03.防犯・交通安全対策の充実03.防犯・交通安全対策の充実03.防犯・交通安全対策の充実

04.消費生活の安全・向上04.消費生活の安全・向上04.消費生活の安全・向上04.消費生活の安全・向上

　市民の防災意識の啓発に努めるとともに、災害に強い河川や道路の整備に努めるな

ど、地域防災力の充実を図ります。

　社会の安全性に対する要求に応えるため、施設・機材の整備を進め、消防・救急救助

体制の強化を図ります。

　関係機関と連携し、地域防犯組織の支援などによる地域ぐるみの防犯体制の充実や交

通安全思想の普及を図り、安全で明るいまちづくりを目指します。
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市民力を生かしたまちづくり

施策

0501

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　まちづくりに参画しやすい環境づくりに努めるとともに、市民のニーズや意向を反映

する機会の充実を図ります。

　市民向けのまちづくり研修会等を通じた地域リーダーの育成や高校生や若者など、身

近なところからまちづくりへの興味・関心を高めてもらう取組を推進します。

　男女共同参画に関する意識啓発やそれに係る情報を発信するとともに、男女共同参画

に資する活動を支援します。また、審議会等への女性委員の登用を推進します。

02.総合的な男女共同参画の推進02.総合的な男女共同参画の推進02.総合的な男女共同参画の推進02.総合的な男女共同参画の推進

みんなが参加する協働のまちづくりみんなが参加する協働のまちづくりみんなが参加する協働のまちづくりみんなが参加する協働のまちづくり

基本目標５基本目標５基本目標５基本目標５

　今後ますます少子化や人口減少が進行する中、活力あるまちづくりを進めていくためには、

「まちづくりの自分ごと化」の意識を醸成し、市民が主役となって行政との共通理解を図り、

課題の解決に向けて取り組むことが必要です。

　そのためには、職員の意識改革を図りつつ、市民参加の促進と行政情報の共有を積極的に行

い、協働のまちづくりを進めるための環境づくりが重要です。

　また、性別に関わりなく、喜びも責任も分かち合いながら誰もが活躍できる男女共同参画社

会の実現のため、男女共同参画に係る意識の啓発や、女性登用機会の拡大等の取組を継続的に

進めていく必要があります。

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

01.市民参加の推進01.市民参加の推進01.市民参加の推進01.市民参加の推進

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

「市民みんなが主役」「市民みんなが主役」「市民みんなが主役」「市民みんなが主役」

　　　　　　　　 ～市民自らの手で創るまち～～市民自らの手で創るまち～～市民自らの手で創るまち～～市民自らの手で創るまち～

　市民がまちづくりの主役となり、行政やさまざまな主体と連携・協働することで、まちの魅

力を高め、課題の解決が図られる仕組みをつくります。

₋73₋



市民力を生かしたまちづくり

施策

0502

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

基本目標５基本目標５基本目標５基本目標５

地域コミュニティと市民活動の促進地域コミュニティと市民活動の促進地域コミュニティと市民活動の促進地域コミュニティと市民活動の促進

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　複雑・多様化する社会の動きや行政のスリム化等の影響により、まちづくりについて行政だ

けでは手の届かない課題が発生しています。こうした課題を解決するため、自治会をはじめと

する地域コミュニティやNPOなどの市民活動団体が果たす役割が期待されています。

　しかし、活動に関わる市民の固定化や高齢化といった課題が顕在化していることから、今後

は普及啓発を図りながら、コミュニティや市民活動団体の取組を支援するとともに、活動しや

すい環境づくりを進め、市民と行政が連携を図りながらまちづくりの課題を解決していくこと

が求められています。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

市民同士のつながりと市民同士のつながりと市民同士のつながりと市民同士のつながりと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一体感が感じられるまち一体感が感じられるまち一体感が感じられるまち一体感が感じられるまち

　地域コミュニティや市民活動団体などによる市民の自発的な活動が活発化し、市民と行政が

一体となってまちづくりを推進するまちを目指します。

01.地域コミュニティや市民活動に関する意識の高揚01.地域コミュニティや市民活動に関する意識の高揚01.地域コミュニティや市民活動に関する意識の高揚01.地域コミュニティや市民活動に関する意識の高揚

02.市民活動の拠点の充実と支援02.市民活動の拠点の充実と支援02.市民活動の拠点の充実と支援02.市民活動の拠点の充実と支援

03.各団体の市民活動に関する情報の発信03.各団体の市民活動に関する情報の発信03.各団体の市民活動に関する情報の発信03.各団体の市民活動に関する情報の発信

　市民の自発的な活動の推進及び活性化のため、人づくり、つながりづくりを支援し、

地域福祉の向上や生活環境整備の促進につなげていきます。

　市民活動団体や市民などのさまざまなニーズに総合的に対応するため、拠点となる施

設の充実や地域コミュニティ・団体への支援・連携を推進します。

　各団体の情報収集を行い、交流イベント等を効果的に発信することによって、参加を

促します。
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市民力を生かしたまちづくり

施策

0503

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　SNSをはじめとする多様なメディアを活用し、伊達市の魅力や地域情報を積極的に外

部に発信することで本市に対する理解と関心を高め、観光、産業振興、移住や二地域居

住の促進等につなげます。

01.情報通信基盤の整備と有効活用01.情報通信基盤の整備と有効活用01.情報通信基盤の整備と有効活用01.情報通信基盤の整備と有効活用

基本目標５基本目標５基本目標５基本目標５

情報通信基盤の整備と活用情報通信基盤の整備と活用情報通信基盤の整備と活用情報通信基盤の整備と活用

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　地域情報化を取り巻く社会環境は、情報通信技術の質の向上やインフラ整備などの進展によ

り、大きな変化をみせています。今日ではLINEやTwitter、Facebook、Instagramなどの

SNSの利用者が急速に増えており、今後はそれらの手段を活用し、スピーディーで的確な情報

の提供・交換を行い、市民サービスの向上に活用することが重要です。

　さらに、マイナンバー制度などの行政情報の適切な運用が求められています。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

新鮮かつ的確な情報が提供・交換され、新鮮かつ的確な情報が提供・交換され、新鮮かつ的確な情報が提供・交換され、新鮮かつ的確な情報が提供・交換され、

                                                        快適に暮らすことができるまち快適に暮らすことができるまち快適に暮らすことができるまち快適に暮らすことができるまち

　タイムリーな情報の提供と交換により、市民生活の利便性の向上を図るとともに、安全に利

用できる環境を目指します。

02.広報・広聴活動の充実02.広報・広聴活動の充実02.広報・広聴活動の充実02.広報・広聴活動の充実

03.ICT（情報通信技術）活用の教育・研修の推進03.ICT（情報通信技術）活用の教育・研修の推進03.ICT（情報通信技術）活用の教育・研修の推進03.ICT（情報通信技術）活用の教育・研修の推進

04.対外的な情報発信の強化04.対外的な情報発信の強化04.対外的な情報発信の強化04.対外的な情報発信の強化

　情報通信基盤の整備と市民生活の重要分野での活用を充実させ、市民生活の向上を図

ります。

　広報紙や公式ホームページ等の充実を図り、市民と行政を結ぶ情報の共有化を推進す

るとともに、コミュニティＦＭなど地域メディアとも連携した情報発信を図ります。

　ICTの技能及びリスク対策、高齢者向けの情報化推進など誰でも利用できる環境づく

りを進めます。
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市民力を生かしたまちづくり

施策

0504

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　伊達市を応援してくれる市外の方に対して、会報等による地域情報の発信や特産品の

送付を行い、伊達市のＰＲと地域活性化を図ります。

01.姉妹都市交流の促進01.姉妹都市交流の促進01.姉妹都市交流の促進01.姉妹都市交流の促進

基本目標５基本目標５基本目標５基本目標５

国際・地域間交流の推進国際・地域間交流の推進国際・地域間交流の推進国際・地域間交流の推進

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　伊達市は国内外の姉妹都市や友好都市、経済交流都市、さらには本市に魅力を感じて訪れる

移住希望者や応援してくれる方々との幅広い交流を進めてきました。

　多様な国際・地域間交流は、市民の視野を広げ豊かな心を育みます。今後も国際・地域間交

流を推進し、地域の活性化につなげていくことが求められます。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

多様な文化とつながり、多様な文化とつながり、多様な文化とつながり、多様な文化とつながり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 活発な交流ができるまち活発な交流ができるまち活発な交流ができるまち活発な交流ができるまち

　特性を生かした国際・地域間交流を推進し、多様な文化や習慣に触れ、豊かな国際性や創造

性を育みます。

02.国際交流の推進02.国際交流の推進02.国際交流の推進02.国際交流の推進

03.人の誘致の推進03.人の誘致の推進03.人の誘致の推進03.人の誘致の推進

04.心の伊達市民04.心の伊達市民04.心の伊達市民04.心の伊達市民

　姉妹都市や友好都市などとの交流事業を進め、本市の魅力を情報発信し、誘客を促進

し、地域の活性化を推進します。

　市民の国際意識を高め、外国の方との相互理解を図るために、国際交流活動を支援し

ます。

　移住や二地域居住を推進するため、お試し暮らし制度の充実や、まちの魅力を発信す

るなど、西胆振地域で連携したシティプロモーションを推進します。
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市民力を生かしたまちづくり

施策

0505

◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇◇目指すべき姿◇

　市民が求める情報を適切に提供できるよう、個人情報の保護に配慮しながら、迅速か

つ的確な情報の公開に努めます。

01.効率的・効果的な行政運営の推進01.効率的・効果的な行政運営の推進01.効率的・効果的な行政運営の推進01.効率的・効果的な行政運営の推進

基本目標５基本目標５基本目標５基本目標５

効率的・効果的な行財政運営効率的・効果的な行財政運営効率的・効果的な行財政運営効率的・効果的な行財政運営

現状と課題現状と課題現状と課題現状と課題

　地方分権の進展に伴い、市民サービスの質の向上や地域の財政状況を踏まえた、計画的で持

続可能な行政運営が求められています。伊達市では、伊達市行政改革大綱を策定し、効率的・

効果的な行財政改革に取り組んできました。今後も少子高齢化の進展による税収減等が想定さ

れる中で、行政に対する市民ニーズに対応するため、安定した財政基盤の構築及び市民に信頼

される質の高い行政運営を推進することが重要です。

★必要な取組★必要な取組★必要な取組★必要な取組

社会の変化に対応した社会の変化に対応した社会の変化に対応した社会の変化に対応した

　　 　　 　　 　　 持続可能な独自性あふれるまち持続可能な独自性あふれるまち持続可能な独自性あふれるまち持続可能な独自性あふれるまち

　社会情勢や市民ニーズの多様化に迅速かつ的確に対応した行政サービスの提供に努めます。

02.健全な財政運営02.健全な財政運営02.健全な財政運営02.健全な財政運営

03.広域連携の推進03.広域連携の推進03.広域連携の推進03.広域連携の推進

04.行政情報の公開と個人情報の保護04.行政情報の公開と個人情報の保護04.行政情報の公開と個人情報の保護04.行政情報の公開と個人情報の保護

　効率的な組織体制を確立し、円滑で効果的な事務事業の推進を図るとともに、行政課

題に迅速かつ的確に対応できる人材の育成を行います。

　厳しい財政状況の中、限られた財源を効率的・効果的に配分するとともに、市債の発

行や基金について、規律を守って健全に財政運営を進めます。

　近隣市町との交流を深め、さまざまな分野での効率的・効果的な広域連携を推進しま

す。
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